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春の観光シーズン到来！
韮崎観光は地域情報発信センターから！

祝 結婚50周年　金婚夫婦を祝う会（2月20日）

韮崎市プレミアムふれ愛商品券
　　　　～限定7,000セット　4月2日発売！！～

　市民交流センター ニコリ1階の地域情報発信センターでは、韮崎市が
誇る観光スポットや宿泊施設のご紹介、魅力溢れるグルメやお土産、イベ
ント情報等を発信しております。県外等からご友人・知人がお見えの際は、
ぜひ、当センターのご利用をおすすめください。
　また、物産コーナーでは、韮崎市オリジナルの特産品や山梨限定のお
土産を多数ご用意しておりますので、皆さまが県外等へご旅行・出張等を
される際の、ふるさと自慢のお土産としてご利用ください。
　なお、併設のカフェでは、美味しいと評判の焼きたてパンやコーヒーもお
楽しみいただけます！ぜひお立ち寄りください。
■お問い合わせ　韮崎観光案内所　☎23-6886

東日本大震災追悼セレモニー（3月11日）
　市民交流センター ニコリ前を会場に、「東日本大震災追
悼セレモニー」が開催され、市民を中心に、約200名が参加
しました。
　震災によりお亡くなりになられた方々のご冥福をお祈りして
黙とうを捧げ、続いて、主催者である韮崎市立病院ボランティ
アの方の作詞による被災地復興応援ソング「東北に春よ来
い」を、参加者全員で合唱しました。

　ご好評につき第4弾！ふれ愛商品券を発売します。１セット
10,000円で11,000円分のお買い物ができます。市内200
店舗以上の加盟店でご利用いただけます。
　期間中、一世帯最大50セット（50万円）まで、ご購入いた
だけます。
■使用期限　平成24年12月31日
■販売場所　韮崎市商工会・市役所2階商工観光課ほか
■お問い合わせ　韮崎市商工会　☎22-2204

　市内にお住まいの結婚50周年のご夫婦９組をお迎えして、
「金婚夫婦を祝う会」が開催されました。
　横内市長よりお祝いの品が贈られ、出席者を代表して、富士
見3丁目の中村育三さん・喜久子さんご夫妻が、謝辞を述べ
られました。これからも、末永くお幸せにお過ごしください。
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運行日

韮崎中央公園で
　ミニＳＬに乗ろう！
　実物の10分の1スケールのＳＬが、石炭を焚いて煙を吐きながら、
緑の林の中にある全長242メートルの線路を力強く走り抜けます。
　ご家族でミニＳＬに乗車してみませんか？ぜひ遊びに来てください。
■運行日時　
　4月～10月の日曜日・祝日　
　10～12時・13～16時
　(雨天時の運休有り)
■料金　
　大人・子ども共に1回100円
　※3歳未満は保護者と同乗で無料
　※「こどもの日」は全員無料
■お問い合わせ
　建設課都市計画担当　
　（内線250・251）
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平成 24年度当初予算と各種施策

市民協働による
　　　まちづくり

　

平
成
24
年
度
予
算
が
、
市
議
会
３
月
定
例
会
で
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
予
算
総
額
は
1
2
6
億
８
千
６
百
万
円
で
、
昨
年
度
と
比
べ
、

1
・
0
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。
大
手
製
造
企
業
の
主
要
生
産

機
能
の
移
転
に
伴
う
法
人
市
民
税
の
大
幅
な
減
収
に
よ
り
、
厳
し
い
財
政
状

況
が
見
込
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
減
災
力
の
強
い
ま

ち
づ
く
り
な
ど
の
諸
課
題
に
的
確
に
対
処
し
、「
子
育
て
」、「
安
全
・
安
心
」、

「
快
適
環
境
」、「
魅
力
ア
ッ
プ
」
な
ど
「
第
六
次
長
期
総
合
計
画
」
を
指
針

と
し
た
重
点
テ
ー
マ
に
即
し
た
予
算
編
成
を
行
い
、
市
民
協
働
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
以
下
、
予
算
の
主
な

内
容
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

平
成
24
年
度
予
算
こ
こ
に
重
点
※
（　

）
内
は
予
算
額



��

一
時
預
か
り
施
設
の

開
設
（
拡
充
）

　

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
３
階
の

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
内
に
一

時
預
か
り
ル
ー
ム「
ニ
コ
リ
キ
ッ

ズ
」
を
開
設
し
、安
心
し
て
子
育

て
が
で
き
る
環
境
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

保
育
園
へ
の
エ
ア
コ
ン
及
び

Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
（
新
規
）

　

夏
季
の
高
温
対
策
と
し
て
、

韮
崎
東
・
韮
崎
西
・
藤
井
保
育
園

の
保
育
室
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置

す
る
と
と
も
に
、園
児
の
緊
急

事
態
に
備
え
、全
園
に
Ａ
Ｅ
Ｄ

を
設
置
し
、安
全
で
快
適
な
保

育
環
境
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

 

（
6
、
8
6
5
千
円
）

子
育
て

教
育

小
中
学
校
へ
の

エ
ア
コ
ン
設
置
（
新
規
）

　

小
中
学
校
の
未
設
置
教
室
へ

エ
ア
コ
ン
を
新
た
に
設
置
し
、

児
童
生
徒
の
健
康
面
へ
の
配
慮

と
年
間
を
通
じ
た
快
適
な
学
習

環
境
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

 

（
2
8
5
、1
8
7
千
円
：
H 

2�
繰
越
予
算
）

将
来
を
担
う
子
ど
も
を

の
び
の
び
育
む
ま
ち
づ
く
り

予算額（千円）

1 子ども医療費助成事業 109,�69

2 ひとり親家庭医療費助成事業 15,8�2

� 地域子育て支援センター運営事業 20,05�

4 児童センター運営事業 �2,282

5 児童扶養手当施行事業 1�2,�27

6 子どものための手当施行事業 528,570

7 母子保健事業 �0,�44

8 保育所運営事業 �04,207

9 病児病後児保育事業 2,750

10 私立幼稚園奨励補助事業 2�,241

11 小中学校運営事業 89,118

12 小中学校施設管理事業 81,877

1� 小中学校教育振興事業 59,2�4

14 育英奨学金貸付事業 8,160

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り

健
康

健
康
診
査
（
人
間
ド
ッ
ク
）

受
診
環
境
の
向
上
（
拡
充
）

　

�5
歳
か
ら
69
歳
ま
で
の
国
保
加

入
者
が
受
診
す
る
人
間
ド
ッ
ク

の
公
費
助
成
額
を
拡
大
（
男
性

１
０
、0
0
0
円
→
２
３
、
0
0
0

円
・
女
性
１
５
、0
0
0
円
→

２
８
、0
0
0
円
）
し
、
受
診
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
を
通
じ
た
市
民
の

予算額（千円）

1 予防接種事業 54,�12

2 健康診査事業 67,160

� 子宮頸がん等ワクチン接種事業 ��,�92

4 みんなで支える地域福祉推進事業 18,716

5 老人保護措置事業 7�,4�7

6 重度心身障害者医療費助成事業 116,711

7 障害者自立支援事業 51�,2�6

8 峡北広域行政事務組合負担金（常備消防） ��5,499

9 消防団運営事業 5�,920

10 消防ポンプ自動車整備事業 16,920

11 災害対策事業 51,117

12 生活保護施行事業 292,579

1� 砂防総務費 �,045

14 緊急雇用対策事業 65,982

※ 韮崎市立病院運営事業費 2,694,�80

※ 国民健康保険運営事業費 �,�66,255

※ 後期高齢者医療保険運営事業費 266,991

※ 介護保険運営事業費 2,177,967

※印は、特別会計・企業会計です。

健
康
保
持
を
図
り
ま
す
。

 

（
9
、
9
6
6
千
円
：
国
保
会
計
）

小
中
学
校
校
庭
の
整
備

（
新
規
）

　

甘
利
小
学
校
校
庭
の
季
節
風

に
よ
る
砂
埃
の
飛
散
防
止
の
た
め

の
土
壌
改
良
と
東
西
中
学
校
校

庭
の
降
雨
時
の
排
水
対
策
と
し
て

側
溝
改
修
等
を
行
い
、快
適
な
学

習
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

 

（
３
５
、5
1
6
千
円
）
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災
害
対
策
本
部
機
能
の
強
化
と

災
害
備
蓄
品
の
充
実
（
新
規
）

　

新
た
な
「
韮
崎
市
地
域
防
災
計

画
」に
基
づ
き
、衛
星
携
帯
電
話
の

整
備
を
は
じ
め
簡
易
組
立
ト
イ
レ
、

非
常
用
保
存
水
、発
電
機
な
ど
の
防

災
資
機
材
、備
蓄
物
資
の
充
実
を

図
り
、防
災
体
制
を
強
化
し
ま
す
。

 

（
１
５
、4
4
9
千
円
）

減
災
力
の
強
い
ま
ち
づ
く
り

の
推
進
（
新
規
）

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
協
働
で
「
地
域

防
災・
減
災
リ
ー
ダ
ー
」
を
育
成
、

地
域
住
民
主
体
に
よ
る
避
難
所

運
営・
食
糧
確
保
訓
練
を
実
施
し
、

防
災
・
減
災

雇
用

雇
用
機
会
の
拡
大
、
市
内
企

業
の
雇
用
を
支
援
（
継
続
）

　

厳
し
い
経
済
、
雇
用
情
勢
が
続

く
な
か
、
市
に
よ
る
直
接
雇
用
と

民
間
事
業
者
へ
の
委
託
に
よ
る
緊

急
雇
用
対
策
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
就
職
が
困
難
な
若
年
求
職
者

を
雇
用
す
る
市
内
の
「
新
卒
者
就

職
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
対
象
企

業
に
対
す
る
助
成
と
企
業
者
が
従

業
員
に
支
払
う
休
業
手
当
に
対
す

る
市
独
自
の
助
成
制
度
を
延
長
し
、

雇
用
の
継
続
拡
大
を
図
り
ま
す
。

 

（
６
５
、9
8
2
千
円
）

心
地
よ
い
定
住
環
境
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り

環
境

エ
コ
ラ
イ
フ
の
普
及
促
進

（
拡
充
）

　

住
宅
へ
の
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
設
置
に
伴
う
助
成
額
を
一
律

５
万
円
か
ら
出
力
１
kw
あ
た
り

２
万
円
に
拡
充
す
る
と
と
も
に
、

電
気
自
動
車
購
入
者
に
対
し
新

た
に
２
万
円
の
助
成
を
創
設
し
、

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
制
度

の
創
設
（
新
規
）

　

新
た
に
市
内
業
者
が
施
工
す
る

住
環
境

公
園

観
音
山
公
園
の
整
備

（
継
続
）

　

市
民
会
館
解
体
後
の
七
里
岩
の

予算額（千円）

1 環境衛生事業 6,489

2 廃棄物処理対策事業 61,048

� 峡北広域行政事務組合負担金（ごみ・し尿処理） 602,599

4 エコライフ普及促進事業 8,520

5 市営住宅・定住促進住宅管理事業 88,205

6 住宅リフォーム促進事業 10,000

7 韮崎駅前広場改修事業 1,��1

8 観音山公園整備事業 67,9�5

9 市民バス委託運行事業 40,2�4

10 高齢交通弱者支援モデル事業 1,748

11 市道（韮崎）1 号線道路整備事業 109,076

12 市道（韮崎）9 号線交差点改良事業 47,966

1� 市道（藤井）6 号線道路整備事業 10,010

14 堀切橋拡幅整備事業 9,282

※ 上水道事業 1,�40,790

※ 公共下水道事業 1,410,067

※印は、特別会計・企業会計です。

自
主
防
災
組
織
の
強
化
を
図
り
ま

す
。ま
た
、防
災・
減
災
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
全
戸
配
布
や
出
前
塾
等
に
よ

り
防
災・減
災
意
識
の
普
及
啓
発
を

図
り
、家
庭
、地
域
、事
業
者
が
一
体

と
な
っ
た
“
減
災
力
の
強
い
ま
ち

づ
く
り
”
を
推
進
し
ま
す
。

 

（
2
、
2
3
1
千
円
）

土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

の
作
成
（
新
規
）

　

洪
水
避
難
地
図
及
び
指
定
避
難

地（
所
）を
重
ね
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
全
戸
配
布
し
、
土
砂
災
害
発

生
の
危
険
区
域
の
周
知
に
よ
る
被

害
の
軽
減
と
避
難
体
制
の
確
立
を

図
り
ま
す
。

 

（
�
、
0
4
5
千
円
）

循
環
型
社
会
の
促
進
を
図
り
ま

す
。

 

（
8
、
5
2
0
千
円
）

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
（
限
度
額
10
万

円
）
に
対
す
る
助
成
制
度
を
創
設

し
、従
来
の
耐
震
リ
フ
ォ
ー
ム（
限

度
額
20
万
円
）
と
合
わ
せ
、
既
存

住
宅
の
住
環
境
の
向
上
と
木
造
住

宅
の
耐
震
化
の
促
進
、
併
せ
て
地

域
経
済
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

 

（
１
０
、0
0
0
千
円
）

水
道
基
幹
管
路
の
耐
震
化
の

推
進
（
拡
充
）

　

送
水
管
等
の
基
幹
管
路
の
計
画

的
な
耐
震
化
を
推
進
し
、
病
院
等

の
災
害
拠
点
へ
の
水
道
水
の
安
定

供
給
や
消
火
栓
等
防
災
水
利
の
確

保
な
ど
、
災
害
時
に
備
え
た
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

上
水
道

高
齢
交
通
弱
者
に
対
す
る

モ
デ
ル
事
業
実
施
（
新
規
）

　

昨
年
度
、
実
施
し
た
デ
マ
ン
ド

バ
ス
試
験
運
行
に
替
え
、
新
た
に

三
之
蔵
・
日
之
城
地
区
の
70
歳
以

上
の
方
々
を
対
象
に
、
タ
ク
シ
ー

利
用
券
を
交
付
す
る
モ
デ
ル
事
業

を
実
施
し
、
公
共
交
通
空
白
地
区

に
お
け
る
高
齢
交
通
弱
者
の
移
動

支
援
策
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。  

 

（
1
、
7
4
8
千
円
）

公
共
交
通

安
全
対
策
と
し
て
法
面
保
護
工
事

を
行
う
と
と
も
に
、
新
た
な
市
民

の
憩
い
の
場
の
創
出
に
向
け
て
、

公
園
整
備
の
測
量
・
設
計
を
進
め

ま
す
。

 

（
６
７
、9
3
5
千
円
）

 

（
1
3
4
、0
0
0
千
円
：
水
道

事
業
会
計
）
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道
路

市
道
整
備
の
推
進

（
継
続
）

　

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
の
オ
ー
プ

ン
に
伴
い
、
歩
行
者
の
安
全
確
保

と
交
通
事
故
防
止
を
目
的
と
す
る

施
設
北
側
の
交
差
点
拡
幅
に
着
手

す
る
と
と
も
に
、
長
年
、
狭
あ
い

部
分
が
懸
案
で
あ
っ
た
富
士
見
ヶ

丘
地
区
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
拡
幅

に
着
手
し
ま
す
。
ま
た
、
通
行
車

両
の
増
大
や
経
年
劣
化
に
よ
り
舗

装
・
路
肩
の
損
傷
が
み
ら
れ
る
旧

塩
川
幹
線
道
路
を
年
次
計
画
で
整

備
し
ま
す
。

 

（
1
6
7
、0
5
2
千
円
）

堀
切
橋
の
拡
幅
整
備

（
新
規
）

　

国
道
52
号
と
甲
西
バ
イ
パ
ス
を

結
ぶ
市
道
に
架
か
り
、
近
年
交
通

量
が
著
し
く
増
加
し
て
い
る
堀
切

橋
の
拡
幅
・
耐
震
補
強
工
事
に
向

け
概
略
設
計
に
着
手
し
ま
す
。

 

（
9
、
2
8
2
千
円
）

魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

新
規
就
農
者
に
対
す
る
支
援

（
拡
充
）

　

新
た
に
認
定
就
農
者
と
な
っ
た

方
が
、
市
内
に
圃
場
を
確
保
し
、

農
業
で
生
計
を
維
持
す
る
う
え
で

借
家
の
賃
借
料
の
助
成
等
の
生
活

支
援
を
行
い
、
新
規
就
農
者
が
定

着
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。

 

（
8
、
4
6
0
千
円
）

円
野
・
清
哲
・
神
山
地
区
の
農

業
生
産
基
盤
の
整
備
（
新
規
）

　

県
に
よ
る
中
山
間
地
域（
円
野
・

清
哲
・
神
山
）
の
農
業
生
産
基
盤

と
生
活
環
境
基
盤
の
一
体
的
な
整

備
に
向
け
、
各
地
区
で
の
ワ
ー
ク

農
林
業

シ
ョ
ッ
プ
の
成
果
と
現
地
調
査
に

基
づ
く
活
性
化
計
画
の
作
成
を
地

元
の
合
意
形
成
を
図
り
な
が
ら
県

と
連
携
し
て
進
め
ま
す
。

 

（
1
0
0
千
円
）

竜
岡
地
区
の
農
業
生
産
基
盤

の
整
備
（
新
規
）

　

竜
岡
地
区
（
エ
コ
パ
ー
ク
竜
岡

か
ら
国
道
52
号
ま
で
）
の
農
地 

55 

ha
の
圃
場
の
区
画
整
理
、
道
水

路
の
総
合
的
な
整
備
に
向
け
、
換

地
計
画
概
要
書
の
作
成
を
地
元
並

び
に
県
と
協
議
し
な
が
ら
進
め
ま

す
。

 
（
1
、
6
6
6
千
円
）

予算額（千円）

1 県営畑地帯総合土地改良事業 56,874

2 県営農業生産基盤整備事業（竜岡地区） 1,666

� 新規就農者支援事業 8,460

4 松くい虫防除事業 26,569

5 まちなか活性化推進事業 12,�1�

6 中小企業振興資金融資事業 4,�91

7 企業誘致促進事業 7,�85

8 観光施設管理事業 12,1�8

9 ヒルクライム韮崎甘利山大会開催事業 1,000

10 市立図書館管理運営事業 57,996

11 穂坂体育施設管理運営事業 4,717

12 文化ホール管理運営事業 92,800

1� 美術館管理運営事業 22,�65

14 史跡新府城跡環境整備事業 16,9�8

商
業

の
れ
ん
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

事
業
（
継
続
）

　

昨
年
度
、
ま
ち
な
か
の
商
店
街

の
店
舗
に
掲
出
し
た
「
の
れ
ん
」

を
眺
め
な
が
ら
歩
い
て
店
の
ス
タ

ン
プ
を
集
め
て
ま
わ
る
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
“
の
れ
ん
で
ビ
ン
ゴ
”
を

開
催
し
、
商
店
主
と
買
物
客
の
新

た
な
ふ
れ
あ
い
の
機
会
を
通
じ
て

賑
わ
い
の
あ
る
商
店
街
の
活
性
化

を
図
り
ま
す
。

 

（
1
、
2
8
1
千
円
）



6

市
内
中
小
企
業
に
対
す
る
融

資
助
成
（
継
続
）

　

制
度
融
資
資
金
に
対
す
る
利
子

補
給
と
山
梨
県
信
用
保
証
協
会
の

保
証
料
に
対
す
る
市
独
自
の
助
成

制
度
を
延
長
し
、
市
内
中
小
企
業

の
経
営
支
援
を
図
り
ま
す
。

 

（
4
、
3
9
1
千
円
）

経
営
支
援

観
光

観
光
地
へ
の
誘
導
標
識
・

観
光
看
板
の
設
置
（
新
規
）

　

市
内
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
統
一

観
の
あ
る
景
観
に
も
配
慮
し
た
わ

か
り
や
す
い
誘
導
標
識
と
観
光
看

板
を
設
置
し
、
魅
力
あ
る
観
光
地

づ
く
り
と
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図

り
ま
す
。

 

（
8
、
5
9
3
千
円
）

ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
韮
崎
甘
利
山

大
会
の
開
催
（
新
規
）

　

本
市
を
代
表
す
る
観
光
地
・
甘

人
が
集
う
交
流
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り

国
際
交
流

予算額（千円）

1 市民交流センター管理運営事業 8�,816

2 文書管理事業 27,518

� 広聴広報事業 14,112

4 事務事業外部評価実施事業 181

5 男女共同参画社会づくり事業 1,979

6 地区活動推進事業 2�,909

7 国際交流事業 9,75�

韮
崎
市
プ
レ
ミ
ア
ム
「
ふ
れ
愛

商
品
券
」
第
四
弾
発
行
（
継
続
）

　
『
韮
崎
消
費
拡
大
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
』
と
題
し
て
、
一
昨
年
以
来
消

費
者
を
は
じ
め
市
内
商
工
業
者
の

皆
さ
ま
か
ら
ご
好
評
を
い
た
だ
い

て
い
る
「
ふ
れ
愛
商
品
券
」
を
、

市
内
販
売
店
と
共
同
で
７
千
セ
ッ

ト
・
総
額
７
千
７
百
万
円
分
発
行

し
、
地
元
消
費
の
拡
大
と
地
域
経

済
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

 

（
5
、
6
0
0
千
円
）

利
山
の
新
た
な
魅
力
を
創
出
し
、

全
国
に
P
R
す
る
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
、
甘
利
山
入
口
か
ら
山
頂
ま

で
自
転
車
で
駆
け
上
が
る
ヒ
ル
ク

ラ
イ
ム
大
会
を
民
間
大
手
企
業
と

共
催
し
、
本
市
の
知
名
度
ア
ッ
プ

と
年
間
を
通
じ
た
集
客
に
つ
な
げ

て
い
き
ま
す
。

 

（
1
、
0
0
0
千
円
）

　

市
で
は
、
住
環
境
の
向
上
・
地

域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
の
実
施
に
対

し
、
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま

す
。
対
象
と
な
る
住
宅
・
費
用
・

業
者
・
申
請
日
等
で
該
当
に
な
ら

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
工
事
着

手
前
に
必
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
対
象
住
宅

・
市
内
に
あ
る
居
住
の
用
に
供
す

る
建
築
物

・
自
ら
所
有
す
る
家
屋
で
、
現
在

居
住
の
個
人
住
宅

・
個
人
住
宅
部
分
と
事
務
所
・
店

舗
・
賃
貸
住
宅
等
が
一
体
と

な
っ
た
併
用
住
宅

※
併
用
住
宅
は
、
工
事
金
額
を
按

分
し
て
個
人
住
宅
部
分
の
工
事

金
額
が
20
万
円
以
上
の
も
の

■
対
象
工
事

・
市
内
に
住
所
を
有
す
施
工
業
者

に
よ
る
工
事
（
施
工
業
者
は
登

録
が
必
要
で
す
。）

・
住
宅
の
機
能
の
維
持
及
び
向
上

の
た
め
の
工
事
で
、
工
事
金
額

が
20
万
円
以
上
の
も
の

・
昭
和
56
年
5
月
�1
日
以
前
に
着

工
し
た
木
造
在
来
工
法
住
宅

は
、
同
時
に
耐
震
工
事
を
行
う

■
補
助
金
額

・
リ
フ
ォ
ー
ム
費
用
の
10
分
の

1
（
千
円
未
満
切
り
捨
て
）
で

10
万
円
を
上
限
と
す
る

・
耐
震
改
修
＋
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

を
行
っ
た
も
の
は
20
万
円
を

上
限
と
す
る

※
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
以
外

の
補
助
を
受
け
た
も
の
は
対

象
外

◆
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
住
宅

◇
木
造
住
宅
耐
震
診
断

　

昭
和
56
年
5
月
�1
日
以
前
に

着
工
し
た
木
造
在
来
工
法
住

宅
は
耐
震
診
断
が
無
料
で
受

け
ら
れ
ま
す
。

◇
耐
震
改
修
対
象
住
宅

・
耐
震
診
断
の
結
果
、
耐
震
不
足

が
指
摘
さ
れ
た
住
宅
の
「
改

修
」
に
対
し
、
60
万
～
80
万
円

の
補
助
を
行
い
ま
す
。

・
耐
震
診
断
の
結
果
、
耐
震
不
足

が
指
摘
さ
れ
た
住
宅
の｢

耐
震

シ
ェ
ル
タ
ー
設
置｣

に
対
し
、

24
万
円
の
補
助
を
行
い
ま
す
。

※
耐
震
化
建
替
え
は
、
平
成
2�
年

度
で
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

建
設
課
建
築
営
繕
担
当

 

（
内
線
２
４
３
）

韮
崎
市
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

補
助
制
度
が

創
設
さ
れ
ま
し
た

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
フ
ェ
ア

フ
ィ
ー
ル
ド
市
と
の
親
善
使

節
団
の
相
互
訪
問

　

昨
年
、
東
日
本
大
震
災
へ
の
対

応
か
ら
延
期
と
な
っ
た
姉
妹
都
市

締
結
40
周
年
記
念
事
業
を
再
開

し
、
５
月
に
親
善
使
節
団
を
派
遣

す
る
と
と
も
に
、
10
月
に
は
使
節

団
を
迎
え
、
市
民
レ
ベ
ル
で
の
さ

ら
な
る
相
互
理
解
と
友
好
を
深
め

ま
す
。

 

（
6
、
8
0
8
千
円
）



　

山
地
や
丘
陵
な
ど
自
然
の
地

形
を
活
か
し
た
登
坂
コ
ー
ス
で

タ
イ
ム
を
競
う
自
転
車
競
技
。年

齢
・
性
別
・
競
技
経
験
ご
と
に

参
加
部
門
が
選
べ
る
た
め
、ビ
ギ

ナ
ー
か
ら
本
格
的
ヒ
ル
ク
ラ
イ

マ
ー
ま
で
楽
し
め
ま
す
。自
転
車

と
自
然
を
体
感
で
き
る
サ
イ
ク

ル
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
、近
年
、愛

好
者
が
増
え
て
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

商
工
観
光
課
観
光
担
当

 

（
内
線
２
１
３
・
２
１
４
）

■スケジュール
１１月３日（前日）　１３時～１７時　受付
１１月４日（当日）　　６時３０分　　集合
　　　　　　　　　　７時　　　　　開会式
　　　　　　　　　　７時２０分　　パレード開始　
　　　　　　　　　　７時５０分　　競技開始
　　　　　　　　　１０時　　　　　ゴール・下山開始
　　　　　　　　　１２時　　　　　閉会式・表彰式
■会場　甘利山（受付・開会式・閉会式は釜無川河川緑地）
■コース
・パレードコース（３．３㎞）　釜無川河川緑地→甘利山入口
・計測コース（１１．７㎞）　　甘利山入口→広河原駐車場
・ショートコース（７．３㎞）　甘利山入口→さわら池
■定員　すべてのカテゴリーの合計１, ０００名
■エントリー期間　４月１日（日）～１０月３日（水）
■申込　ヒルクライムチャレンジシリーズホームページ
 　　　　http://hill-challenge.jp/
■主催　ヒルクライムチャレンジシリーズ
　　　　韮崎甘利山大会実行委員会

　

自
転
車
競
技
イ
ベ
ン
ト
に
よ

る
地
域
の
活
性
化
の
実
現
と〝
自

転
車
〟と
と
も
に
あ
る
新
し
い
社

会
の
創
造
を
目
的
に
、２
０
１
１

年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
、全
国
規

模
で
行
わ
れ
る『
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
リ
ー
ズ
』。

　

今
後
10
年
で
、全
国
47
都
道
府

県
で
の
開
催
を
目
標
に
し
て
い
ま

す
が
、２
年
目
を
迎
え
る
本
年
は
、

全
国
各
地
の
７
カ
所
で
の
開
催
が

決
定
、そ
の
う
ち
の
一
会
場
と
し

て
、本
市
甘
利
山
で
の
開
催
も
決

定
し
ま
し
た
。

　

甘
利
山
は
、最
長
コ
ー
ス
距
離

11
・
７
㎞
、標
高
差
１
，１
４
６
ｍ
、

平
均
勾
配
９
・
６
％
の
山
岳
コ
ー

ス
で
、直
線
あ
り
、急
カ
ー
ブ
あ
り

と
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
も
富
ん
で
お

り
、全
国
屈
指
の
コ
ー
ス
と
の
評

7

価
も
得
て
い
ま
す
。

　

カ
テ
ゴ
リ
ー
は
初
心
者
か
ら

本
格
派
の
サ
イ
ク
リ
ス
ト
ま
で
、

幅
広
く
参
加
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

ど
な
た
で
も
力
試
し
に
は
最
適

で
す
。自
然
と
一
体
に
な
り
な
が

ら
の
サ
イ
ク
ル
イ
ベ
ン
ト
を
堪

能
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、開
・
閉
会
式
会
場
と
な

る
釜
無
川
河
川
緑
地
で
は
、特
産

品
の
販
売
や
ご
当
地
カ
レ
ー
コ

ン
テ
ス
ト
な
ど
、イ
ベ
ン
ト
を
盛

り
上
げ
る
多
彩
な
催
し
も
予
定

し
て
い
ま
す
。競
技
に
参
加
さ
れ

な
い
方
も
ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

カテゴリー　[　]参加料

◆ロードレーサー

・一般［６，０００円］

　チャンピオン：１６歳以上

　男子Ａ：１６歳～３０歳

　男子Ｂ：３１歳～４０歳

　男子Ｃ：４１歳～５０歳

　男子Ｄ：５１歳～６０歳

　男子Ｅ：６１歳以上

　女子Ａ：１６歳～３５歳

　女子Ｂ：３６歳以上

・男女中学生以上ショートクラス［３，０００円］

◆ＭＴＢ

・一般［６，０００円］

　男子：１６歳以上

　女子：１６歳以上

・男女中学生以上ショートクラス［３，０００円］

◆ジュニア

・中学生男女［３，５００円］

・小学生男女５・６年生［３，０００円］

・小学生男女５・６年生ショートクラス［１，５００円］

・小学生男女３・４年生（要伴走者）［１，５００円］

◆チーム [参加料／個人参加料＋５００円]

・一般（３名）

・ファミリー（３名以上）

・ファミリー（３名以上ショートコース）

・男女ペア（男女各１名）

ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
と
は
？

■開催日　１１月３日（土）・４日（日）



�
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国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
制
度

は
、
加
入
者
の
皆
さ
ま
が
、
も
し

も
病
気
・
ケ
ガ
を
し
た
と
き
に
、

安
心
し
て
医
療
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
、
日
頃
か
ら
保
険

料
（
税
）
を
出
し
合
う
相
互
扶
助

の
制
度
で
す
。

　

国
保
が
負
担
し
て
い
る
医
療
費

（
医
療
給
付
費
）
は
、
皆
さ
ま
に

納
め
て
い
た
だ
く
保
険
税
と
国
・

県
等
か
ら
の
補
助
金
や
一
般
会
計

か
ら
の
繰
入
金
な
ど
で
ま
か
な
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
加
入
者
の
高
齢
化
や
医

療
技
術
の
進
歩
・
普
及
な
ど
に
伴

い
、
か
か
る
医
療
費
は
年
々
増
大

し
、
今
後
も
続
い
て
い
く
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
本

市
で
は
、一
般
家
庭
の
預
貯
金
に
当

た
る
財
政
調
整
基
金
を
取
り
崩
し

て
不
足
分
を
ま
か
な
っ
て
き
ま
し

た
が
、平
成
19
年
度
に
改
定
し
た

現
在
の
税
率
の
ま
ま
で
は
、今
後
、

加
入
者
の
皆
さ
ま
の
医
療
費
を
支

払
う
こ
と
が
困
難
と
な
り
ま
す
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
市
議
会
や

国
保
運
営
協
議
会
で
審
議
を
行

い
、
今
後
の
医
療
費
の
増
加
を
補

え
る
よ
う
に
、
今
年
度
に
お
い
て

税
率
の
改
定
を
行
う
こ
と
と
い
た

し
ま
し
た
。
加
入
者
の
皆
さ
ま
に

は
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

に
国
保
加
入
者
が
い
る
場
合
は
、

世
帯
主
名
義
で
通
知
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。）

皆
さ
ま
の
心
が
け
で
、
健
康
管
理

と
医
療
費
の
節
約
抑
制
を

・
一
人
ひ
と
り
が
健
康
管
理
に
関

心
を
持
ち
、
病
気
の
予
防
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

・
定
期
的
に
健
康
診
断
を
受
け
、

病
気
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

・
同
じ
病
気
で
の
重
複
受
診
は
や

め
、
薬
へ
の
過
度
な
依
存
は
や

め
ま
し
ょ
う
。

・
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
利
用

を
検
討
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

・
医
療
費
窓
口
無
料
化
に
よ
る
安

易
な
受
診
を
控
え
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ　

　

市
民
課
国
保
医
療
担
当

 （
内
線
１
２
７
～
１
２
９・
１
３
７
）

・平成２１年度　２２万３千円
・平成２２年度　２３万４千円
・平成２３年度　２５万４千円（見込）

※前年度に対して平成２２年度は約
４．９％の増加、平成２３年度は約
８．５％の増加となっています。

無受診者世帯表彰の終了について

　市ではこれまで、前年度に医療
機関を受診しなかった国民健康保
険被保険者の世帯に対して、毎年
９月に無受診者世帯表彰を行って
まいりましたが、平成２４年度より
行わないこととなりましたので、お
知らせします。
　引き続き、健康に気をつけ医療
費の節約にご協力ください。

　

今
回
の
改
正
に
よ
り
、
平
成
24

年
度
一
世
帯
あ
た
り
の
年
平
均
国

保
税
額
は
、
19
万
４
千
円
で
、
平

成
23
年
度
16
万
円
に
対
し
、
約

21
％
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

国
保
税
の
軽
減
・
減
免

①
所
得
が
一
定
額
以
下
の
世
帯
へ

の
軽
減

※
申
請
は
不
要
で
す
が
、
所
得
申

告
が
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、

軽
減
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

②
倒
産
・
解
雇
、
雇
い
止
め
等
に  

よ
り
退
職
さ
れ
た
方
へ
の
減
免

　

平
成
21
年
３
月
31
日
以
降
に
、

倒
産
、
雇
い
止
め
な
ど
に
よ
り
離

職
さ
れ
た
方
は
、
減
免
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
申
請
が
必
要

で
す
。

③
生
活
が
一
時
的
に
困
難
に
な
っ

た
方
へ
の
減
免

　

火
災
や
風
水
害
、
疾
病
又
は
負

傷
等
に
よ
る
失
業
な
ど
の
事
情
に

よ
り
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
申
請
が
必
要
で
す
。

保
険
税
の
お
知
ら
せ

　

平
成
24
年
度
国
民
健
康
保
険

税
の
納
税
通
知
書
は
、
７
月
中
旬

に
世
帯
主
宛
て
に
郵
送
い
た
し
ま

す
。（
世
帯
主
が
社
会
保
険
等
に

ご
加
入
の
場
合
で
も
、
同
じ
世
帯

税率等の改定一覧表

国保が負担する
１人当たりの医療費

計算方法 医療分 後期高齢者
支援金分 介護分

⇒

医療分 後期高齢者
支援金分 介護分

所得割 世帯の所得に
応じて計算 6.0% 1.7% 1.3% 7.0% 2.7% 2.5%

資産割 世帯の資産に
応じて計算 2�.0% �.0% 7.0% 25.0% 7.0% 7.0%

均等割 加入者数に
応じて計算 22,200 円 5,�00 円 9,500 円 24,700 円 7,900 円 9,500 円

平等割 １世帯あたり 21,400 円 4,600 円 6,500 円 21,200 円 �,600 円 7,200 円
※介護分は、４０歳以上６５歳未満の方のみ

【改正前】 【改正後】
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険

料
は
、
75
歳
以
上
（
一
定
の
障
害

の
あ
る
65
歳
以
上
）
の
被
保
険
者

の
医
療
費
（
お
お
む
ね
２
年
間
分
）

が
ま
か
な
え
る
よ
う
、
都
道
府
県
、

広
域
連
合
ご
と
に
定
め
ら
れ
た
保

険
料
率
を
も
と
に
、
被
保
険
者
が

等
し
く
負
担
す
る
均
等
割
額
と
被

保
険
者
の
所
得
に
応
じ
て
決
ま
る

所
得
割
額
の
合
計
と
な
り
ま
す
。

　

　

保
険
料
率
の
改
定
は
２
年
に
１

度
行
わ
れ
、
平
成
24
・
25
年
度
の

保
険
料
は
次
の
と
お
り
と
な
り
ま

す
。　
　
　
　

 　　　　

年
間
の
保
険
料
を
、
年
金
か
ら

の
天
引
き
に
よ
り
、
年
6
回
に
分

け
て
納
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
方

に
つ
い
て
、
４・
６・
８
月
分
の
保

険
料
は
、
仮
徴
収
額
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
の
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
は
、
平
成
23
年
中
の

所
得
と
平
成
24
年
４
月
１
日
現
在

の
世
帯
状
況
に
よ
り
算
定
さ
れ
ま

す
。
し
か
し
、
年
間
の
保
険
料
額

は
、
平
成
23
年
中
の
所
得
が
確
定

し
た
後
、
7
月
に
な
ら
な
い
と
決

定
し
ま
せ
ん
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
４・
６・
８
月

（
仮
徴
収
期
間
）
に
納
付
し
て
い

た
だ
く
保
険
料
は
、
平
成
23
年
度

の
保
険
料
か
ら
算
出
し
た
暫
定
的

な
額
（
仮
徴
収
額
）
と
な
り
ま
す
。

　

年
間
の
保
険
料
額
が
決
定
し
て

か
ら
特
別
徴
収
を
開
始
す
る
と
、

１
回
当
た
り
の
徴
収
額
が
高
額
に

な
る
こ
と
を
考
慮
し
、
仮
徴
収
期

間
を
設
け
る
こ
と
で
、
１
回
当
た

り
の
徴
収
額
の
軽
減
を
図
っ
て
い

る
も
の
で
す
。 

　

な
お
、
年
金
か
ら
の
天
引
き
で

は
な
く
口
座
振
替
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
申
請
に
よ
り
変
更
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

口
座
振
替
ま
た
は
、
納
付
書
に

よ
る
普
通
徴
収
の
場
合
は
、
年
額

を
7
月
か
ら
翌
年
2
月
ま
で
の
�

回
の
納
期
に
分
け
て
納
め
て
い
た

だ
き
ま
す
。 

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

＊
市
民
課
国
保
医
療
担
当

 （
内
線
１
２
７
～
１
２
９
）

＊
山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

☎
０
５
５
ー
２
３
６
ー
５
６
７
１

　

市
で
は
、
高
齢
者
の
誰
も
が
健

康
で
生
活
で
き
る
よ
う
介
護
予
防

を
推
進
し
て
い
ま
す
。
高
齢
期
の

健
康
づ
く
り
に
は
、
現
在
の
心
身

の
機
能
を
維
持
し
、
自
立
し
て
住

み
慣
れ
た
地
域
で
い
き
い
き
と
暮

ら
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

今
回
、
対
象
者
の
方
へ
「
生
活

機
能
評
価
質
問
票
（
基
本
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
）」
を
送
付
い
た
し
ま

し
た
。
今
現
在
の
自
分
の
か
ら
だ

の
状
態
を
振
り
返
り
、
介
護
予

防
に
役
立
て
て
い
た
だ
く
た
め
の

質
問
票
で
す
。
25
項
目
の
質
問
項

目
に
ご
回
答
し
て
い
た
だ
く
こ
と

で
、
足
腰
の
筋
力
な
ど
運
動
に
関

す
る
こ
と
・
栄
養
・
口
腔
に
関
す

る
こ
と
な
ど
、
ご
自
身
の
生
活
機

能
や
健
康
状
態
を
把
握
で
き
ま

す
。

　

そ
の
中
で
、
介
護
予
防
が
必
要

な
方
に
は
、
市
で
実
施
し
て
い
る

介
護
予
防
事
業
の
紹
介
を
行
い
ま

す
。
介
護
予
防
教
室
等
へ
お
声
を

か
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
ご
利
用

い
た
だ
く
こ
と
で
、
い
つ
ま
で
も

い
き
い
き
と
生
活
で
き
る
よ
う
に

支
援
い
た
し
ま
す
。

　

お
手
元
に
届
い
た
方
は
、
ご
記

入
の
上
、
同
封
の
返
信
用
封
筒
で

ご
返
送
く
だ
さ
い
。

　

生
活
機
能
評
価
は
、
介
護
予
防

の
第
一
歩
で
す
。
現
在
の
自
分
の

状
態
を
知
り
、
健
康
長
寿
を
目
指

し
ま
し
ょ
う
！

■
対
象

　

平
成
24
年
３
月
31
日
現
在
で
65

歳
以
上
の
方　

※
要
介
護
・
要
支
援
の
介
護
認
定

を
受
け
て
い
る
方
は
除
く

■
返
送
期
限

　

４
月
27
日
（
金
）
ま
で

※
同
封
の
返
信
用
封
筒
で
ご
返
送

く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

保
健
課
介
護
支
援
担
当

　

☎
２
３
ー
４
３
１
３

後期高齢者医療制度保険料の計算方法

※保険料の賦課限度額は５５万円です。

所得割額
（所得－３３万）×７. ８６％

均等割額
３９, ６７０円保険料額 ＝ ＋

平成２２・２３年度の保険料率
所得割率　　　　７. ２８％
均等割額　３８, ７１０円

平成２４・２５年度の保険料率
所得割率　　　　７. ８６％
均等割額　３９，６７０円

⇩
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お
仕
事
の
都
合
等
に
よ
り
、
平

日
や
日
中
に
市
税
等
の
支
払
い
が

で
き
な
い
方
や
、
特
別
な
事
情
が

あ
っ
て
期
限
内
の
納
付
が
困
難
な

方
の
た
め
に
夜
間
・
休
日
の
収
納

及
び
納
税
相
談
の
た
め
の
窓
口
を

開
設
し
て
お
り
ま
す
。

　

督
促
状
・
催
告
書
を
送
付
し
、

自
主
的
な
納
付
を
お
願
い
し
て
お

り
ま
す
が
、
再
三
の
催
告
に
も
応

じ
て
い
た
だ
け
ず
、
納
税
相
談
の

ご
連
絡
も
な
い
方
に
は
、
納
税
さ

れ
て
い
る
方
と
の
公
平
性
を
保
つ

た
め
に
資
産
や
収
入
調
査
を
行

い
、
滞
納
処
分
と
し
て
差
し
押

さ
え
を
執
行
す
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
と
な
る
前
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

来
庁
の
際
は
、
市
役
所
西
側
出

入
り
口
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

10
月
以
降
の
予
定
は
10
月
号
に

掲
載
予
定
で
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.city.
nirasaki.lg.jp/art924

）
で
も

ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

※
夜
間
・
休
日
窓
口
で
も
手
続
き

可
能
で
す
。

■
対
応
機
関

　

山
梨
中
央
銀
行・
甲
府
信
用
金

庫・
山
梨
信
用
金
庫・
山
梨
県
民
信

用
組
合・ゆ
う
ち
ょ
銀
行（
郵
便
局
）

※
住
宅
使
用
料
・
保
育
料
・
上
下

水
道
料
・
施
設
負
担
金
は
除
き

ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

収
納
課

 （
内
線
１
６
１
～
１
６
６
）　

市
立
児
童
セ
ン
タ
ー

開
館
時
間
の
変
更
に
つ
い
て

　

４
月
１
日
よ
り
、
開
館
時
間
が

次
の
と
お
り
変
わ
り
ま
す
。

■
開
館
時
間

・
月
～
金
（
13
時
～
19
時
）

・
土
曜
日
（
韮
崎
児
童
セ
ン
タ
ー

の
み
開
館
・
７
時
30
分
～
19
時
）

・
小
学
校
の
長
期
休
暇
中
等

　
（
７
時
30
分
～
19
時
）

　

子
育
て
支
援
事
業
は
、
内
容
を

さ
ら
に
充
実
し
、
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
内
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

で
実
施
い
た
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課
子
育
て
支
援
担
当

 （
内
線
１
７
４・
１
７
５
）

■
対
象
税
目

　

市
県
民
税
・
固
定
資
産
税
・
軽

自
動
車
税
・
国
民
健
康
保
険
税
・

介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
・
住
宅
使
用
料
・
保
育
料
・

上
下
水
道
料
・
施
設
負
担
金

■
申
込
方
法

　

韮
崎
市
預
金
口
座
振
替
依
頼
書

に
よ
り
、
次
の
金
融
機
関
窓
口
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
通
帳
と
届
出
印
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

※
納
税
義
務
者
ご
と
の
お
申
し
込

み
と
な
り
ま
す
。

■
対
応
機
関

　

山
梨
中
央
銀
行
・
甲
府
信
用
金

庫
・
山
梨
信
用
金
庫
・
山
梨
県
民

信
用
組
合
・
梨
北
農
業
協
同
組
合
・

三
井
住
友
銀
行
甲
府
支
店
・
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
（
郵
便
局
）

※
預
金
口
座
振
替
依
頼
書
は
、
市

内
の
前
記
金
融
機
関
（
三
井
住

友
銀
行
を
除
く
）
及
び
市
役
所

収
納
課
窓
口
に
ご
ざ
い
ま
す
。

◎P
ay-easy(

ペ
イ
ジ
ー)

　

口
座
振
替
受
付
サ
ー
ビ
ス

　　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
と
暗
証
番

号
に
よ
り
、
次
の
金
融
機
関
の
み

市
役
所
収
納
課
の
窓
口
で
手
続
き

が
で
き
ま
す
。

今月の納税
税目 納期限

介護保険料
第1期 5 月 1日（火）

夜間納税相談・収納窓口実施予定
4 月 16 日（月）

1� 時～ 20 時 30 分

4 月 27 日（金）
5 月 16 日（水）
5 月 2� 日（月）
6 月 1� 日（月）
6 月 27 日（水）
7 月 1� 日（水）
7 月 27 日（金）
� 月 17 日（金）
� 月 27 日（月）
9 月 19 日（水）
9 月 26 日（水）

休日納税相談・収納窓口実施予定
4 月 2� 日（土）

10 時～ 16 時

5 月 26 日（土）
6 月 23 日（土）
7 月 2� 日（土）
� 月 25 日（土）
9 月 22 日（土）

夜
間
・
休
日
の
収
納
及
び
納
税
相
談
窓
口

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

青
空
の
下
、
家
族
そ
ろ
っ
て
土

に
ふ
れ
、
汗
を
流
し
、
野
菜
や
草

花
を
作
る
喜
び
を
味
わ
っ
て
み
ま

せ
ん
か
！

■
農
園
所
在
地

　

大
草
町
若
尾
・
穂
坂
町
宮
久
保

※
両
農
園
と
も
、
水
道
、
農
具
（
一

輪
車
・
鍬
等
）、
ト
イ
レ
を
備

え
て
い
ま
す
。

■
応
募
資
格

　

農
業
者
以
外
の
方
で
市
内
外
を

問
い
ま
せ
ん
。（
年
間
を
通
じ
て

農
園
を
き
ち
ん
と
管
理
、
耕
作
の

で
き
る
方
）

■
募
集
期
間

　

４
月
２
日
（
月
）
か
ら

　

貸
出
区
画
が
一
杯
に
な
り
次

第
、
終
了
と
い
た
し
ま
す
。

■
申
請
方
法

　

所
定
の
申
請
書
に
よ
り
農
林
課

農
林
振
興
担
当
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
申
請
書
は
、
農
林
課
窓

口
に
あ
る
ほ
か
、
郵
送
も
い
た
し

ま
す
。

■
貸
出
期
間

　

平
成
24
年
４
月
２
日
～

　

平
成
25
年
３
月
31
日

　
（
希
望
に
よ
り
翌
年
度
も
継
続
利
用
可
）

■
貸
出
金
額

・
30
㎡
・
・
・
年
額
４
、８
０
０
円

・
40
㎡
・
・
・
年
額
６
、０
０
０
円

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　

農
林
課
農
林
振
興
担
当

 （
内
線
２
２
３
）



月 火 水 木 金 土 日

9～12カ月児ママの会
　1３時３０分～
　【要予約】
　定員：10組
　持ち物：マイカップ

休館：

ケロケロ講座
 「ディズニー物知り
　博士がやってくる」
　１０時３０分～　【要予約】
　定員：10 組
　ディズニーのたのしいお話
　がたくさん聞けます

支援センターデビューママの会
　１３時３０分～
　【要予約】
　定員：10 組
　持ち物：マイカップ
休館： （午前）

●第41回信玄公祭り
　甲州軍団出陣
　１３時１０分～
　韮崎駅前広場
 （詳細は3月号P2）

●韮崎市ふるさと偉人資料館
　企画展『伊藤うた』の生涯
　市民交流センター1階
　入館料無料
　9月30日（日）まで開催
休館：

休館：図     

1 歳6 カ月健診
　H22.9 月生まれ
　受付：13 時～13 時30 分
　 小 児 科 医 師・歯 科 医 師
　の診察を行います

助産師さんと
　おしゃべり
		「0～5カ月児の相談」
　１０時３０分～
県外出身ママの会

　１３時３０分～【要予約】
　定員：１０組
　持ち物：マイカップ

休館： （午前）

にらちび☆
　メールキャンペーン
　１０時３０分～
　メール会員さんには、体位
　測定の他に手型･足型サー
　ビス！新会員さんも同時募
　集します

●第１２回武田の里
　ウォーク
　（詳細は3 月号P2）

　おはなし会
　１０時３０分～
　対象：幼児～小学校低学年
休館：  

●第１２回武田の里
　ウォーク
　（詳細は 3 月号 P2）
●第１８回新府桃の花見会
　９時～　新府共選場
　（詳細は 3 月号 P3）

●春の武田の里まつり
　お新府さん
　新府藤武神社（新府城跡）

休館：    

抜き取ってご利用ください
■韮崎市役所 
　業務時間：8時30分～17時15分（月～金）
　〒407-8501 韮崎市水神1丁目3番１号
　☎22－1111　 22-84794 月

●平成 24 年度韮崎市
　消防団辞令交付式
　９時～　韮崎西中学校グラウンド
　（詳細は P14）

●第 4 回穴山さくらまつり
　１０時～　穴山さくら公園
　（詳細は P17）
休館：    

すくすく教室
　対象：H23. ９月生まれ（7 カ月）
　受付：13 時～ 13 時 30 分
　離乳食指導や離乳食の試食
　を行います
６～８カ月児ママの会

　１３時３０分～【要予約】
　定員：１０組
　持ち物：マイカップ

休館：

支援センター運営
　ボランティアの会
 「ケロケロ隊」
　１０時３０分～
　支援センターのイベントの
　準備などのお手伝いをして
　くれる会です

〔毎週月曜日〕
ことぶきルーム（韮崎）

　小学生対象
※祝日は実施しません

イベント・行事

〔毎週月・火・水曜日〕
■学校教育相談（第３月曜除く）
　9時30分～16時
　市民交流センター相談室２
　問：☎23－5653

〔毎週月・木曜日〕
■母子健康手帳交付・
　妊婦・一般健康相談
　9時30分～16時
　保健福祉センター

〔第１・２月曜日〕
■行政相談
※４月より相談日が毎月第
　１・２月曜日に変わりま
　した。事前予約は不要
　です。
　13時～15時
　市役所１階１０２会議室
　問：企画財政課（内線３５６）

〔毎週火曜日〕
■消費生活相談
　９時～16時
　市役所１階１０２会議室
　問：商工観光課（内線２１５）

〔随時・要予約〕
■家庭児童相談
　予約：福祉課（内線１７９）
■市民栄養相談
　予約：☎23－4310

相談等 ※祝日は実施しません
●わに塚のサクラ
　ライトアップ
　期間：8日（日）まで
　毎日18時30分～
　20時30分
（詳細は3月号P2）

休館：    

●韮崎市プレミアム
　ふれ愛商品券発売開始
 （詳細は裏表紙）

●韮崎市民俗資料館
　ミニ企画展
　「民俗資料館でひな祭り」
　４月２２日（日）まで開催
　中（詳細は３月号P１４）
休館：図     

　４月２６日（木）
　13時～16時
　市役所４階40２会議室
　一人30分以内
　定員6名
＊予約受付　
　４月１０日（火）8時30分～
　企画財政課（内線３５６）

今月の無料法律相談

図

　中央公園ミニSL運行日
4/1、8、15、22、29、30
１０時～１２時・１３時～１６時
大人、子ども共に１回
１００円（３歳未満は、
保護者と同乗で無料）

1

2 3 4 5 6 7 8

10 119 12 13 14 15

納期限 ５月１日（火）

＊介護保険料　　第１期

収納課
（内線161・163 ～166）

今月の納税



　　よちよち教室
　対象：H23.5 月生まれ（11カ月）
　受付：13 時～13 時 30 分
　今月より市民交流センター
　２階図書館「おはなしコー
　ナー」で開催します！ブッ
　クスタート事業やお子さん
　の事故防止について行いま
　す

おでかけ♪児童センター	
　１０時３０分～【要予約】
　定員：10組
　市民交流センター1階総合受付に集合
　韮崎児童センターまでおさんぽします
3 歳児健診

　H21.3 月生まれ
　受付：13 時～ 13 時 30 分
　小児科医及び歯科医の診察を行います
0～5カ月児童ママの会

　１３時３０分～【要予約】
　定員：10組　持ち物：マイカップ
休館：

ケロケロ講座
	「タオル人形をつくろう♪」
　１０時３０分～
　定員：10組
　材料費自己負担（100円）
　タオルで作るかんたんくまさ
　ん人形の作り方を紹介します
ふたりきょうだいママの会

　１３時３０分～【要予約】
　定員：10組
　持ち物：マイカップ

休館： （午前）

支援センター運営
　ボランティアの会
	「ケロケロ隊」
　１０時３０分～
　支援センターイベントの準備など
　のお手伝いをしてくれる会です

●第31回深田祭
　深田記念公園
 （穂坂町柳平）
 （詳細は3月号P3）

休館：    

休館：図      

のびのび教室
　対象：H22.3月生まれ(2歳児）
　受付：13時～13時30分
　親子あそびや歯科相談を行
　います

●老壮大学開講式・
　特別講演
　１３時～
　市民交流センター3階多目的ホール
　「豊かな心と強い絆」
　韮崎市長：横内公明
★夜間納税相談・
　収納窓口
　18時～20時30分
　市役所１階収納課

休館：図 休館：    

凡
例

交：韮崎市民交流センター
　　開館時間：9時～22時
　　☎22ｰ1121（代表）　 22-1122
　　・地域情報発信センター（9時～19時）
　　・ふるさと偉人資料館☎21ｰ3636
　　　　/韮崎大村美術館サテライトスペース
         (9時～17時・休館：月曜日・休日の翌日）
図：韮崎市立図書館　
　　開館時間：10時～19時（土日祝は9時～17時）
　　☎22-4946　 22-4950

：韮崎市子育て支援センター
　　開館時間：9時～17時
　　☎23ｰ7676　 23-7678

：児童センター　開館時間：13時～19時
　　韮崎児童センター　☎ 22ｰ7687
　　北東児童センター　☎ 23ｰ5550
　　北西児童センター　☎ 22ｰ1775
　　甘利児童センター　☎ 23ｰ1535

：韮崎大村美術館
　　開館時間：10時～18時
　　☎ 23ｰ7775

：東京エレクトロン韮崎文化ホール
　　開館時間：8時30分～17時15分
　　☎20ｰ1155　 22-1919

：韮崎市老人福祉センター
　　開館時間：9時30分～16時30分

　　☎22-6944　 22-6980
：韮崎市健康ふれあいセンター

　　ゆ～ぷるにらさき
　　開館時間：10時～21時
　　☎20ｰ2222

：韮崎市民俗資料館
　　開館時間：9時～１６時30分
　　☎22ｰ1696

：韮崎市営体育館
　　開館時間：9時～22時
　（日曜日及び月曜日が祝日の場合
　　9時～17時）
　　☎ 22ｰ0498

：乳幼児の健診
　　場所　保健福祉センター
　　持物　母子健康手帳、バスタオル、
　　　　　保険証、印鑑

：子育て教室
　　場所　保健福祉センター
　※よちよち教室は、市民交流センター２階図書館内
　　持物　母子健康手帳、筆記用具など
　　

：育児健康相談等
　　場所　保健福祉センター

　　持物　母子健康手帳

：健康づくり教室
　　場所　保健福祉センター
　　持物　各種健康手帳、筆記用具、
　　　　　各教室にあった服装
　　　　　（体操のできる服装等）

　 ：韮崎市保健福祉センター　
　　　開館時間：
　　　8時30分～17時15分
　　　☎23ｰ431０ 23-4316

★休日納税相談・
　収納窓口
　1０時～1６時
　市役所1階収納課

休館：

　大人のための朗読会・
　朗読のつどい
　１４時～　対象：成人一般
　他者の選ぶ本の良さを体感
　し、読書の幅を広げてみま
　せんか？目の不自由な方も
　ご参加いただけます

休館：

　にこにこ子育て相談
　９時～【要予約】
おでかけ♪児童センター

　１０時３０分～【要予約】
　定員：10組
　市民交流センター1階総合受付に集合
　韮崎児童センターまでおさんぽします
　だっこの会　１１時～　対象：乳幼児
誕生会（４月生まれ）

　１３時３０分～【要予約】
　定員：10組
　材料費自己負担（100円）
休館： （午前）

休館：図    

4 カ月児健診
　H23.12 月生まれ
　受付：13 時～13 時 30 分
　小児科医の診察を行います

休館：

★夜間納税相談・
　収納窓口
　18時～20時30分
　市役所１階収納課

休館：図      交

休館：    

４月２６日
ポリオ予防接種

　受付：１３時３０分～１４時３０分
　市営体育館

図

図

４月２５日
わんぱく親子☆

　ママビューティー
　１３時３０分～　
　定員：2 ～ 3 歳児親子 20 組
　講師：斉藤晴美先生
　体操名人キッズを目指そう

16 17

23 24

18 19

25 26

20 21

27 28

22

29

30 1

４月２７日
にらちび☆まつり	

　１０時３０分スタート
　月に一度のセンターのお
　楽しみ会です

４月１９日
●武田の里ライフカレッジ開講式・記念講演
　１３時３０分～
　東京エレクトロン韮崎文化ホール
　「豊かな心と強い絆」韮崎市長：横内公明

診察科目 診察日 受付時間 休診日
内科

月曜～金曜

午前8時30分～
　　午前11時30分

※小児科（午後）
　午後３時３０分～午後４時３０分
※眼科 
　金曜　午前8時30分～午前11時
※リウマチ外来
　金曜　午前８時３０分～午前１１時３０分
　　　　　午後１時～午後４時

土曜・日曜・祝日・年末
年始（12/29～1/3) 
※急患はこの限りではあ
　りません。 
※当院は院外処方を行っ
　ています。
※医師の日程変更による
　休診・代診については、
　お問い合わせください。

小児科
外科
整形外科
眼科
脳神経外科
放射線科
リハビリテーション科
麻酔科（ペイン：痛み） 水曜・金曜
泌尿器科 木曜午前
リウマチ外来 金曜（予約制）

韮崎市立病院　〒407ｰ0024 韮崎市本町3丁目5番3号　☎22－1221
韮崎市立病院からお知らせ

４月から次の外来診療を開始します。
■小児科　（午前中の診療も従来どおり行います）
・予約外来　月～金　診察：午後３時～午後４時
・一般外来　月～金　受付：午後３時 30 分～午後 4 時 30 分
■麻酔科（ペイン：痛み）
　水・金　受付：午前 8 時 30 分～午前 11 時 30 分
■整形外科（リウマチ外来・予約制）
　金曜　 受付：午前８時３０分～午前１１時３０分
　　　　　　　 午後１時～午後４時



　日本脳炎は、ブタの中で増殖した日本脳炎ウイルスが蚊によって運ばれ、

人に感染します。感染してもほとんどの人は気づかず治ってしまい、１００

～１０００人に１人程度が発病するにすぎません。しかし発病すると、死亡

率が高く、生存した場合でも後遺症を残す可能性が高い感染症です。３歳になったら、夏前に予防接種を

受けておきましょう。標準的な接種期間は、１期初回が３歳時に２回、１期追加

は１期初回終了約１年後に１回です。

　さて、日本脳炎予防接種後の副作用事例により、平成１７年度から平成２１年

度まで、日本脳炎の予防接種についての案内は行えませんでした。その後新たな

ワクチンが開発され、現在日本脳炎の予防接種は通常通り受けられます。平成７

年６月１日から平成１９年４月１日までに出生したお子さんについては、２０歳

になるまでの間、日本脳炎の予防接種を受けられるようになりました。接種が中

途半端に終わっている場合も、接種回数及び未接種期間により個別に対処いたし

ますので、対象年齢のお子さんがいる場合は市の保健課にご相談ください。

アドバイザー  韮崎市立病院

小児科　医長　高橋和也

8歳の娘がいます。まだ一回も日本脳炎の予防接種をして
いないのですが、受けたほうがいいのでしょうか？

市民のみかた
消費生活相談窓口
おかしいな！？と思ったら
今すぐ電話を
☎２２―１１１１（内線２１５）

　商工観光課に消費生活相談窓口が設置されています。資格を持った専門員の相談日時は、
毎週火曜日９時～16時です。火曜日以外は、商工観光課窓口での相談も受け付けています。
お気軽にご相談ください。

通信販売について
　通信販売での買い物は、今や店舗購入をしのぐ利用になっていますが、それに伴い
トラブルも増えています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　通信販売は、訪問販売や電話勧誘販売とは違って、不意打ち性がないので、クーリ
ング・オフ制度が使えません。チラシ、カタログ、パソコンの画面上、テレビ等で確
認することはできますが、さりとて店舗購入のように手に取って見ることはできませ
んので、色、風合い等が違っていることもあり、少々リスクがあることは承知してお
かなければなりません。
通信販売を利用するときは、必ず返品特約を確認しましょう。
返品特約の表示がない場合は、商品を受け取った日から８日を経過するまでの間は契
約の解除が可能です。また、クーリング・オフと返品特約での契約解除が違う点は、
返品の送料は、消費者が負担するという点です。
支払い方法についても慎重に選びましょう。
　郵便振替、コンビニ払い、クレジット払い、代引き等がありますが、万一先払いし
か支払方法がないという場合は、特に気をつけましょう。お金は払ったが、商品が届
かないということもあります。
　通信販売は便利な反面、思ったような商品とは違う、商品到着が遅い、時には商品
が届かないというトラブルもありますので、必ず返品特約、支払方法を確認し、上手
に利用しましょう。

■お問い合わせ
　商工観光課商工労政担当（内線２１５）

※詳細は、市役所ホームページに掲載及び政策秘書課、市立病院事務局で配布していま
す『韮崎市職員（看護師）中途採用試験案内』をご覧ください。
■お問い合わせ
　政策秘書課政策人事担当（内線 325）

採用職種 試験区分 採用者数 採用日 申込受付 試験日 資格要件等

看護師 短大卒業程度 若干名 ６月1日 ４月６日（金）～２０日（金）５月１１日（金） 看護師免許を
有する人

韮崎市職員（看護師）を募集します。

美術館 information美術館 information
春の企画展
「描かれた花展」
　桜や椿などをはじめ、様々な花の姿を描いた作品をご

覧いただけます。

　１階の常設展では、上村松園、片岡球子等、２階第２

展示室では、鈴木信太郎の作品を紹介します。第３展示

室では、島岡達三、原田拾六、バーナード・リーチ等の

作品を展示しています。

■開催期間　６月３日（日）まで

■開館時間　１０時～１８時（入館は１７時３０分まで）

■休館日　水曜日（祝日の場合は翌日）

■入館料　大人　５００円　小中高　２００円

※障害者手帳を提示の方は、本人及び介添人１名無料

※団体（２０名以上）割引あり

※市内在住・在学の小中学生は無料

※常設展・企画展を何回でも観覧できるお得な年間パス

　ポート会員も受付中です。

韮崎大村美術館　サテライトスペース企画展
「桑原巨守と教え子たち展」
　清々しい少女の像が特徴的な桑原巨守とその教え子た

ちのブロンズ像などをご覧いただけます。市民交流セン

ター１階の無料でご覧いただけるスペースですので、お

気軽にお立ち寄りください。

■開館時間　９時～１７時

■休館日　月曜・休日の翌日

■お問い合わせ

　韮崎大村美術館

　� ２３―７７７５

通信販売とは、新聞の広告・折込チラシ・雑誌等の広告、インターネット
のウェブサイト、カタログ・ダイレクトメールの広告、テレビ・ラジオショッ
ピング、ＣＭ等を見たり聞いたりした消費者が、電話、郵便、ファックス、
インターネット等の通信手段を通じて申し込んだ取引のことです。



対象地区
可燃 不燃 可燃粗大 不燃粗大 資源リサイクル 自己搬入の日

原則週2回 原則月2回 年6回
（2月に1回）

年6回
（2月に1回） 地区 拠点 第４土曜日

韮崎
（祖母石・岩根を除く）

　２日・　５日
　９日・１２日
１６日・１９日 
２３日・２６日
３０日　　　　

４日・１８日

１１日 ー ３日
●市役所裏駐車場
　７日・１４日・
　２１日・２８日
　１３時～１６時
●やまとフジミモール店
　南側駐車場
　１４日・２８日
　１３時～１６時
●龍岡公民館グラウンド
　１４日・２８日
　１３時～１６時

４月２８日（土）
９時～１１時
エコパークたつおか

（☎ 22-3437）へ直接搬入
運転免許証により、韮崎市
民 で あ る こ と を 確 認 し ま
す。
お店や事業所から出たもの
は搬入できません。
普通乗用車、軽自動車以外
での搬入はできません。

穂坂・藤井・中田・
岩根 ー ２５日 １０日

穴山・円野・清哲・
神山・祖母石 　３日・　６日

１０日・１３日
１７日・２０日 
２４日・２７日

１１日・２５日

４日 ー １７日

旭・大草・龍岡 ー １８日 ２４日

４月のごみ収集日程　

　 
◇平成２４年度ブリーズ友の会会員募集

　お得な会員になりませんか？

　当ホール主催の催物（一部対象外）チ

ケットの先行予約や割引価格での購入。

また、月に１度の公演案内情報の送付、

ポイントカードなど様々な特典をご用意

しております。

○会員期間　４月１日～来年３月末まで

○年会費〈お１人あたり〉

・個人会員　２,０００円

・家族会員（２～４名）　１,０００円

※団体会員区分もありますので、入会方

法等、詳しくはお問い合わせください。

◇東京エレクトロン韮崎文化ホール

　ワークショップ開催

　毎年好評をいただいておりますワーク

ショップを今年度も５月から開催します。

ぜひこの機会に芸術・文化を体験してみ

ませんか？

＊『落語ワークショップ』

　毎月第２水曜日（予定）

　１８時３０分～２０時３０分・会議室

　参加料１回大人２,５００円・高校生以

下１,５００円（全１０回）

　講師に春風亭柳之助師匠を迎え、落語

を通じて「話す楽しさ」を体験できます。

皆さんも落語を一席話せるようになりま

すよ！

＊『陶芸ワークショップ』

　毎月第２土曜日

　９時３０分～１１時３０分・能穴焼工房

　参加料１回２,０００円（全１０回）

　普段使いの湯呑から晩酌に使う徳利、

食卓に並べるお皿やお花を活ける花瓶ま

で。そんな器をご自分で作ってみません

か？能穴焼窯元主人の林茂松先生と自然

に囲まれた穴山の地でゆったり味わう創

作のひとときを是非お楽しみください。

※各種申し込みを受け付け中です。年度

　途中からの参加も可能ですのでお気軽

　にご相談ください。

◇PRボランティアスタッフ募集

　韮崎文化ホールでは、ホールが企画す

る自主企画事業公演のPRをサポートして

くれるボランティアスタッフを募集して

います。活動内容は、チラシ配布やポス

ター掲示などの広報活動等を予定してい

ます。皆さまのご協力をお願いいたしま

す。詳しくはお問い合わせください。

■お問い合わせ

　東京エレクトロン韮崎文化ホール

　☎２０ー１１５５

　 ２２ー１９１９

文化ホールインフォメーション
祖母石、一ツ谷、水神 1 ～２、若宮、旭、日の出、
西町、富士見ヶ丘、中島、高河原  ９日（月）・２６日（木）

富士見、岩下、上の山 １０日（火）

穂坂町、権現沢、上の原、上今井、原、長久保 １２日（木）

穂坂町、日の城、三之蔵、三ッ沢上下、飯米場 １３日（金）

穂坂町、柳平、宮久保、鳥の小池 １６日（月）

藤井町全区 １７日（火）

中田町全区・穴山全区 １９日（木）

円野町全区 ２０日（金）

清哲町全区・神山町全区 ２３日（月）

旭町全区  ２４日（火）

大草町全区・竜岡町全区 ２５日（水）

●老壮大学 ２７日（金）

●静心寮 １８日（水）

●竜岡町老人クラブ定期総会 １１日（水）

巡回日程に変更がある場合は、区長を通じて連絡します。

※２日（月）～６日（金）は、車両点検のため運休（ゆ～ぷる行含む）

■お問い合わせ　老人福祉センター
　　　　　　　　（☎２２－６９４４/ ２２－６９８０）

こぶし号 老人福祉センターバス（４月巡回日程）

休日・夜間の救急医療連絡先
●峡北消防本部テレホンガイド　
　☎0551-22-8181
　平日　午後5時15分～翌朝8時30分
　土日祝　24時間対応
●山梨県小児救急電話相談　
　☎＃8000（短縮ダイヤル）
　毎日午後7時～午後11時
●山梨県小児初期救急医療センター
　甲府市幸町14－6　
　☎055ｰ226ｰ3399
　平日　午後7時～翌朝午前7時
　土 　 午後3時～翌朝午前7時
　日祝・１２/２９～１/３
　　　　午前9時～翌朝午前7時
※対応は、中学生までです。
　外科的疾患の対応はできません。
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韮崎市高齢者福祉計画・
介護保険事業計画（第５期）

施
策
の
方
向

●施策の体系●　
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
元
気
に
生
活
し
て
い
く
た
め
に
、
心
身
の

状
態
に
応
じ
て
豊
か
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
「
健
康
」
で
、
地
域
活

動
へ
の
積
極
的
な
参
加
を
促
す
と
と
も
に
就
労
等
の
機
会
を
提
供
す
る
中
で

「
生
き
が
い
」
を
持
ち
、
た
と
え
支
援
を
必
要
と
す
る
状
態
に
な
っ
て
も
適
切

で
効
果
的
な
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
体
制
を
整
え
「
安
心
」
し
て

生
活
し
て
い
け
る
よ
う
、
次
の
各
施
策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

計
画
期
間

平
成
　
年
度
か
ら
　
年
度
ま
で
の
３
か
年
を

　
　
　
　
　
　
　
第
５
期
事
業
計
画
期
間
と
し
ま
す
。　
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24

　
急
速
な
高
齢
化
の
進
行
に
伴

い
、
今
後
さ
ら
に
高
齢
者
人
口

が
増
加
し
て
い
く
こ
と
が
予
測

さ
れ
て
お
り
、
全
国
的
に
、
高

齢
者
が
可
能
な
限
り
住
み
慣
れ

た
地
域
に
お
い
て
継
続
し
て
生

活
で
き
る
よ
う
、「
医
療
」「
介

護
」「
予
防
」「
住
ま
い
」「
生

活
支
援
」
の
５
つ
の
サ
ー
ビ
ス
を

一
体
化
し
て
提
供
し
て
い
く
「
地

域
包
括
ケ
ア
」
の
考
え
方
に
基

づ
き
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い

く
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
状
況
を
踏
ま
え
、

今
後
の
さ
ら
な
る
高
齢
化
へ
の

対
策
を
よ
り
一
層
推
進
す
る
た

め
、
す
べ
て
の
高
齢
者
が
地
域

社
会
に
お
い
て
、
健
や
か
に
安

心
し
て
日
常
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
、「
韮
崎
市
高
齢
者
福
祉
計

画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
（
第

５
期
）」と
し
て
策
定
し
ま
し
た
。

《基本理念》

《
基
本
的
視
点
》

《
施
策
の
方
向
》

「
健
康
」に

　
　
暮
ら
す

健
康
づ
く
り
・

　
介
護
予
防
の
促
進

　
　
　

高
齢
者
の

　
生
き
が
い
づ
く
り

地
域
包
括

　
ケ
ア
体
制
の
充
実

介
護
保
険
制
度
の
運
営

「
生
き
が
い
」を

持
っ
て
暮
ら
す

「
安
心
」し
て

　
　
暮
ら
す

誰もが安心して暮らせるまちづくり
みんなで支えあい健康で
いきいきとした暮らしを住みなれた地域で

■介護保険は支え合いの制度です！！

65 歳以上の皆さんへ　介護保険料のご案内

■介護保険料は所得に応じて決まります

●あなたの保険料（年額）を
　　　　　　　　確認してみましょう！

　介護保険制度は、老後における最も大きな不安となる介護の問題を、それぞれ皆で負担し支え合いながら、必
要な介護サービスを提供する制度として、平成１２年４月１日からスタートしました。
　介護保険のサービスを利用したときは、かかった費用の原則１割を利用者が負担し、残りの９割は介護保険か
ら支払われますが、その財源は、４０歳以上の方が納める保険料と公費で半分ずつ負担されています。このうち、
４０歳～６４歳の方が納める保険料が全体の２９％を、６５歳以上の方が納める保険料が全体の２１％をそれぞれ
負担して支える仕組みになっています。
　本市においても、平成２４年度から２６年度の３か年の中で必要になる介護給付サービスの見込量等を推計し、
６５歳以上の方（第１号被保険者）の介護保険料を改定しました。
　第５期事業計画においては、介護保険料は総体が増額になりますが、「地域の皆で支え合う」という制度の趣
旨をご理解いただけますようお願いします。

（介護保険の財源）

国

２５.０％

県

１２.５％

市

１２.５％
４０歳～６４歳の
方の保険料

６５歳以上の
方の保険料

５０％ ２９％ ２１％ 

この分を 65歳以上の皆さんで負担します

公　　費 介護保険料

生活保護を受給している

住民税を納めている（本人が住民税課税）

同じ世帯に住民税を納めている人がいる

はい

はい

いいえ

はい

はい

いいえ

はい いいえ

いいえ

いいえ

老齢福祉年金を受給している 本人の前年の合計
所得金額＋公的年金
等収入金額の合計が
80 万円以下

第１段階

30,400 円

第 2段階

30,400 円

第 3段階

45,600 円

第 4段階

60,800 円

第 5段階

76,000 円

第 6段階

91,200 円

第 7段階

106,400 円

第３段階
軽減対象者

42,600 円

第 4段階
軽減対象者

57,800 円

( 参考 ) 平成 23 年度の介護保険料　　※第５段階、第６段階は、合計所得がそれぞれ 200 万円未満、200 万～ 500 万円未満で算出。

20,300 円 20,300 円 30,400 円 38,500 円 40,500 円 50,600 円 60,700 円 70,800 円

前年の合計所得金額が

○190 万円未満
　　○190 万～500 万円未満
　　　　　　○500 万円以上

1
2

3
前年の合計所得金額と公的年金
　　等の収入金額の合計が
○80万円以下
　○80万円を超え、120万円以下
　　　　　　　　　　○その他

1
2

3

○1 ○2 ○3○1 ○2 ○3

計
画
の
趣
旨
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康
づ
く
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・

介
護
予
防
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促
進

　
誰
も
が
い
き
い
き
と
し
た
高
齢
期
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、「
第
１
次
韮

崎
市
健
康
増
進
計
画
」
と
の
整
合
を
図

り
な
が
ら
、
高
齢
者
が
健
康
を
維
持
し
、

要
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被
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の
算
出

　平成 23 年度より『韮崎市徘徊 SOS ネットワーク』を立ち上げ、関係機
関の協力のもと徘徊行為に対し、認知症高齢者の安全と、そのご家族等介
護者の安心した暮らしを守るための取り組みを行っています。
　皆さまに活動を知っていただけるよう作成したステッカーです。

～地域ほっとライン～

地域包括ケアの考え方　

　介護だけでなく、医療、生活支援などの様々なサービスと地域の力を合わせて、高齢者が安心して生活してい
けるように取り組みが進められています。
　今後も増加が見込まれる高齢者の生活を地域で支えるためには、必ずしも介護保険の保険給付だけでは十分
ではないことから、医療や予防、生活支援策を連携していくことが大切になっています。
　地域包括ケアとは、高齢者の住まいが提供され、生活上の安全・安心・健康を確保するために、独居や夫
婦二人暮らしの高齢者世帯などに対する緊急通報システムの構築、見守りや配食など生活支援サービスの提供、
できるだけ介護を必要とする状態にならないための介護予防の推進、また在宅での生活を支えるための医療や、
要介護状態になっても必要な介護サービスを提供できるよう、５つを一本化して提供していくという考え方です。

●医療と介護との連携強化
・一定の医療ニーズや認知症のある高齢者であっても、地域包括支援センターが介護サービスと医療
　的ケアをつなぐことで、在宅で暮らせるような支援を行う
●予防の推進
・要介護状態になることを可能な限り予防する観点から、要支援者に対するケアマネジメントを行う
●生活支援（見守り、配食、生活支援サービスの確保や権利擁護）
・民生委員を中心とする地域住民の協力を得ながら、高齢者の体系的な見守り体制を一層充実させる
・高齢者の権利擁護、総合相談など、高齢者が安心して生活していけるよう支援していく
●住まい
・日常生活や介護に不安を抱く「高齢単身・夫婦のみ世帯」が、住み慣れた地域で、安心して暮ら
　すことができるよう介護保険と連携して、高齢期になっても住み続けることのできる住まいの整備
　を進める

　本市でも地域包括ケアシステムの中核組織として、韮崎市地域包括支援センターが活動しています。
　今後も各種関係機関や地域におけるネットワーク等、公的サービスと地域の力の連携の強化を図り、個々の実
情に即した切れ目ないサービス提供に努めます。

取組みの概要

地域包括ケアのイメージ図
・訪問看護
・訪問介護
・ショートステイ等

・かかりつけ医
・在宅療養支援診療等

・健康診断・保健指導
・健康増進等

・見守り　・声かけ
・配食　・緊急通報
・高齢者の権利擁護等

・サービス付き高齢者向け
　住宅の整備等

介護

生活支援 医療

住まい 予防
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関の協力のもと徘徊行為に対し、認知症高齢者の安全と、そのご家族等介
護者の安心した暮らしを守るための取り組みを行っています。
　皆さまに活動を知っていただけるよう作成したステッカーです。

～地域ほっとライン～

地域包括ケアの考え方　

　介護だけでなく、医療、生活支援などの様々なサービスと地域の力を合わせて、高齢者が安心して生活してい
けるように取り組みが進められています。
　今後も増加が見込まれる高齢者の生活を地域で支えるためには、必ずしも介護保険の保険給付だけでは十分
ではないことから、医療や予防、生活支援策を連携していくことが大切になっています。
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婦二人暮らしの高齢者世帯などに対する緊急通報システムの構築、見守りや配食など生活支援サービスの提供、
できるだけ介護を必要とする状態にならないための介護予防の推進、また在宅での生活を支えるための医療や、
要介護状態になっても必要な介護サービスを提供できるよう、５つを一本化して提供していくという考え方です。

●医療と介護との連携強化
・一定の医療ニーズや認知症のある高齢者であっても、地域包括支援センターが介護サービスと医療
　的ケアをつなぐことで、在宅で暮らせるような支援を行う
●予防の推進
・要介護状態になることを可能な限り予防する観点から、要支援者に対するケアマネジメントを行う
●生活支援（見守り、配食、生活支援サービスの確保や権利擁護）
・民生委員を中心とする地域住民の協力を得ながら、高齢者の体系的な見守り体制を一層充実させる
・高齢者の権利擁護、総合相談など、高齢者が安心して生活していけるよう支援していく
●住まい
・日常生活や介護に不安を抱く「高齢単身・夫婦のみ世帯」が、住み慣れた地域で、安心して暮ら
　すことができるよう介護保険と連携して、高齢期になっても住み続けることのできる住まいの整備
　を進める

　本市でも地域包括ケアシステムの中核組織として、韮崎市地域包括支援センターが活動しています。
　今後も各種関係機関や地域におけるネットワーク等、公的サービスと地域の力の連携の強化を図り、個々の実
情に即した切れ目ないサービス提供に努めます。

取組みの概要

地域包括ケアのイメージ図
・訪問看護
・訪問介護
・ショートステイ等

・かかりつけ医
・在宅療養支援診療等

・健康診断・保健指導
・健康増進等

・見守り　・声かけ
・配食　・緊急通報
・高齢者の権利擁護等

・サービス付き高齢者向け
　住宅の整備等

介護

生活支援 医療

住まい 予防
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韮崎市高齢者福祉計画・
介護保険事業計画（第５期）

施
策
の
方
向

●施策の体系●　
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
元
気
に
生
活
し
て
い
く
た
め
に
、
心
身
の

状
態
に
応
じ
て
豊
か
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
「
健
康
」
で
、
地
域
活

動
へ
の
積
極
的
な
参
加
を
促
す
と
と
も
に
就
労
等
の
機
会
を
提
供
す
る
中
で

「
生
き
が
い
」
を
持
ち
、
た
と
え
支
援
を
必
要
と
す
る
状
態
に
な
っ
て
も
適
切

で
効
果
的
な
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
体
制
を
整
え
「
安
心
」
し
て

生
活
し
て
い
け
る
よ
う
、
次
の
各
施
策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

計
画
期
間

平
成
　
年
度
か
ら
　
年
度
ま
で
の
３
か
年
を

　
　
　
　
　
　
　
第
５
期
事
業
計
画
期
間
と
し
ま
す
。　

26

24

　
急
速
な
高
齢
化
の
進
行
に
伴

い
、
今
後
さ
ら
に
高
齢
者
人
口

が
増
加
し
て
い
く
こ
と
が
予
測

さ
れ
て
お
り
、
全
国
的
に
、
高

齢
者
が
可
能
な
限
り
住
み
慣
れ

た
地
域
に
お
い
て
継
続
し
て
生

活
で
き
る
よ
う
、「
医
療
」「
介

護
」「
予
防
」「
住
ま
い
」「
生

活
支
援
」
の
５
つ
の
サ
ー
ビ
ス
を

一
体
化
し
て
提
供
し
て
い
く
「
地

域
包
括
ケ
ア
」
の
考
え
方
に
基

づ
き
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い

く
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
状
況
を
踏
ま
え
、

今
後
の
さ
ら
な
る
高
齢
化
へ
の

対
策
を
よ
り
一
層
推
進
す
る
た

め
、
す
べ
て
の
高
齢
者
が
地
域

社
会
に
お
い
て
、
健
や
か
に
安

心
し
て
日
常
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
、「
韮
崎
市
高
齢
者
福
祉
計

画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
（
第

５
期
）」と
し
て
策
定
し
ま
し
た
。

《基本理念》

《
基
本
的
視
点
》

《
施
策
の
方
向
》

「
健
康
」に

　
　
暮
ら
す

健
康
づ
く
り
・

　
介
護
予
防
の
促
進

　
　
　

高
齢
者
の

　
生
き
が
い
づ
く
り

地
域
包
括

　
ケ
ア
体
制
の
充
実

介
護
保
険
制
度
の
運
営

「
生
き
が
い
」を

持
っ
て
暮
ら
す

「
安
心
」し
て

　
　
暮
ら
す

誰もが安心して暮らせるまちづくり
みんなで支えあい健康で
いきいきとした暮らしを住みなれた地域で

■介護保険は支え合いの制度です！！

65 歳以上の皆さんへ　介護保険料のご案内

■介護保険料は所得に応じて決まります

●あなたの保険料（年額）を
　　　　　　　　確認してみましょう！

　介護保険制度は、老後における最も大きな不安となる介護の問題を、それぞれ皆で負担し支え合いながら、必
要な介護サービスを提供する制度として、平成１２年４月１日からスタートしました。
　介護保険のサービスを利用したときは、かかった費用の原則１割を利用者が負担し、残りの９割は介護保険か
ら支払われますが、その財源は、４０歳以上の方が納める保険料と公費で半分ずつ負担されています。このうち、
４０歳～６４歳の方が納める保険料が全体の２９％を、６５歳以上の方が納める保険料が全体の２１％をそれぞれ
負担して支える仕組みになっています。
　本市においても、平成２４年度から２６年度の３か年の中で必要になる介護給付サービスの見込量等を推計し、
６５歳以上の方（第１号被保険者）の介護保険料を改定しました。
　第５期事業計画においては、介護保険料は総体が増額になりますが、「地域の皆で支え合う」という制度の趣
旨をご理解いただけますようお願いします。

（介護保険の財源）

国

２５.０％

県

１２.５％

市

１２.５％
４０歳～６４歳の
方の保険料

６５歳以上の
方の保険料

５０％ ２９％ ２１％ 

この分を 65歳以上の皆さんで負担します

公　　費 介護保険料

生活保護を受給している

住民税を納めている（本人が住民税課税）

同じ世帯に住民税を納めている人がいる

はい

はい

いいえ

はい

はい

いいえ

はい いいえ

いいえ

いいえ

老齢福祉年金を受給している 本人の前年の合計
所得金額＋公的年金
等収入金額の合計が
80 万円以下

第１段階

30,400 円

第 2段階

30,400 円

第 3段階

45,600 円

第 4段階

60,800 円

第 5段階

76,000 円

第 6段階

91,200 円

第 7段階

106,400 円

第３段階
軽減対象者

42,600 円

第 4段階
軽減対象者

57,800 円

( 参考 ) 平成 23 年度の介護保険料　　※第５段階、第６段階は、合計所得がそれぞれ 200 万円未満、200 万～ 500 万円未満で算出。

20,300 円 20,300 円 30,400 円 38,500 円 40,500 円 50,600 円 60,700 円 70,800 円

前年の合計所得金額が

○190 万円未満
　　○190 万～500 万円未満
　　　　　　○500 万円以上

1
2

3
前年の合計所得金額と公的年金
　　等の収入金額の合計が
○80万円以下
　○80万円を超え、120万円以下
　　　　　　　　　　○その他

1
2

3

○1 ○2 ○3○1 ○2 ○3

計
画
の
趣
旨



　この度、ヴァンフォーレ山梨スポーツクラブ（海野一幸
社長）より、アルミ製簡易型サッカーゴール１対をご寄贈
いただきました。
　今後、市民の皆さまをはじめ、広くご活用いただきます。

ヴァンフォーレ山梨スポーツクラブより
サッカーゴールの寄贈を受けました
ヴァンフォーレ山梨スポーツクラブより
サッカーゴールの寄贈を受けました

今年もヴァンフォーレ甲府を
　　　　　　　　応援しよう!!
今年もヴァンフォーレ甲府を
　　　　　　　　応援しよう!!
今年もヴァンフォーレ甲府を
　　　　　　　　応援しよう!!

　今シーズン、ヴァンフォーレ甲府は、人もボールも動くサッカー「ＭＯＶＩＮＧ 
ＳＯＣＣＥＲ」で、地域を勇気付け、感動「ＭＯＶＥ」を与えるクラブを目指します。
　諦めずひたむきに、ヴァンフォーレ甲府らしいサッカーという原点に戻って
スタートするという願いが込められています。

　韮崎市では、ヴァンフォーレ甲府を応援するた
め、「対松本山雅ＦＣ」戦において、ホームタウン
サンクスデーを開催します。
　当日は、市民の皆さまをスタジアムにご招待す
るほか、エスコートキッズも募集する予定です。

※詳しくは６月号でお知らせいたします。
■お問い合わせ
　企画財政課企画推進担当 （内線３５７）

今年も開催します！
韮崎市ホームタウンサンクスデー ７月１５日（日）山梨中銀スタジアム  １８時キックオフ　ｖｓ 松本山雅ＦＣ



1 栃木SC 15:00 山梨中銀スタジアム

節 日 程 開 始 結 果対戦相手 会 場

03/04（日）
2 東京ヴェルディ 16:00 味の素スタジアム03/11（日）
3 愛媛ＦＣ 19:00 山梨中銀スタジアム

4 モンテディオ山形 13:00 ＮＤソフトスタジアム山形
03/17
03/20

（土）
（火祝）

5 横浜ＦＣ 14:00 ニッパツ三ツ沢球技場

6 ギラヴァンツ北九州 16:00 山梨中銀スタジアム
03/25
04/01

（日）
（日）

7 大分トリニータ 16:00 山梨中銀スタジアム

8 ガイナーレ鳥取 16:00 とりぎんバードスタジアム
04/08
04/15

（日）
（日）

9 ＦＣ町田ゼルビア 13:00 山梨中銀スタジアム

10 徳島ヴォルティス 19:00 鳴門・大塚スポーツパークポカリスエットスタジアム
04/22
04/27

（日）
（金）

11 アビスパ福岡 16:00 山梨中銀スタジアム

12 湘南ベルマーレ 18:30 Ｓｈｏｎａｎ ＢＭＷスタジアム平塚
04/30
05/03

（月振）
（木祝）

13 京都サンガＦ.Ｃ. 13:00 山梨中銀スタジアム

14 ロアッソ熊本 16:00 熊本県民総合運動公園陸上競技場
05/06
05/13

（日）
（日）

15 ザスパ草津 14:00 山梨中銀スタジアム

16 ＦＣ岐阜 19:00 岐阜メモリアルセンター長良川競技場
05/20
05/27

（日）
（日）

17 松本山雅ＦＣ 14:00 長野県松本平広域公園総合球技場

18 ジェフユナイテッド千葉 16:00 山梨中銀スタジアム
06/02
06/09

（土）
（土）

19 水戸ホーリーホック 19:00 ケーズデンキスタジアム水戸

20 カターレ富山 18:00 山梨中銀スタジアム
06/13
06/17

（水）
（日）

21 ファジアーノ岡山 18:00 ｋａｎｋｏスタジアム06/24（日）
22 ＦＣ岐阜 18:00 山梨中銀スタジアム07/01（日）
23 ＦＣ町田ゼルビア 18:00 町田市立陸上競技場07/08（日）
24 松本山雅ＦＣ 18:00 山梨中銀スタジアム

25 ジェフユナイテッド千葉 19:00 フクダ電子アリーナ
07/15
07/22

（日）
（日）

26 東京ヴェルディ 18:00 山梨中銀スタジアム

27 ザスパ草津 19:00 正田醤油スタジアム群馬
07/29
08/05

（日）
（日）

28 水戸ホーリーホック 18:00 山梨中銀スタジアム

29 カターレ富山 19:30 富山県総合運動公園陸上競技場
08/12
08/19

（日）
（日）

30 モンテディオ山形 19:00 山梨中銀スタジアム

31 横浜ＦＣ 18:00 山梨中銀スタジアム
08/22
08/26

（水）
（日）

32 大分トリニータ 18:00 大分銀行ドーム

33 ファジアーノ岡山 山梨中銀スタジアム
09/02
09/14

（日）
（金）

34 ガイナーレ鳥取 山梨中銀スタジアム

35 ギラヴァンツ北九州 北九州市立本城陸上競技場
09/17
09/23

（月祝）
（日）

36 栃木ＳＣ 栃木県グリーンスタジアム

37 徳島ヴォルティス 山梨中銀スタジアム
09/30
10/07

（日）
（日）

38 湘南ベルマーレ 山梨中銀スタジアム

39 アビスパ福岡 レベルファイブスタジアム
10/14
10/21

（日）
（日）

40 愛媛ＦＣ ニンジニアスタジアム

41 ロアッソ熊本 山梨中銀スタジアム
10/28
11/04

（日）
（日）

42 京都サンガＦ.Ｃ.

未 定
未 定
未 定
未 定
未 定
未 定
未 定
未 定
未 定
未 定 京都市西京極総合運動公園陸上競技場兼球技場11/11（日）

2012 Match Schedule
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宅
内
排
水
設
備
接
続
の
方
法

　

下
水
道
に
接
続
す
る
宅
内
工
事

は
、
市
が
指
定
し
た
「
排
水
設
備

指
定
工
事
店
」
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
指
定
工
事
店
は
市
に
提

出
す
る
必
要
書
類
の
作
成
、
届
出

な
ど
の
手
続
き
を
代
行
し
ま
す
。

　

な
お
、
工
事
費
は
個
人
負
担
と

な
り
ま
す
。
下
水
道
担
当
窓
口
に

指
定
工
事
店
一
覧
名
簿
が
あ
り
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　
　
　
　
　
　

 

ご
利
用
く
だ
さ
い

＊
排
水
設
備
工
事
融
資
あ
っ
せ
ん

■
融
資
あ
っ
せ
ん
額

　

排
水
設
備
工
事
資
金
１
０
０
万

円
以
内

■
利
子
補
給

　

市
が
３
％
以
内
の
利
子
補
給

■
償
還
方
法

　

融
資
を
受
け
た
日
か
ら
３
年
以

内
毎
月
元
金
均
等
償
還

■
融
資
あ
っ
せ
ん
条
件

・
処
理
区
域
内
に
居
住
し
て
い
る

こ
と

　 　下
水
道
供
用
開
始
区
域
の

拡
大
に
つ
い
て

　

平
成
23
年
度
に
龍
岡
町
下
條
南

割
・
大
草
町
下
條
中
割
・
大
草
町

下
條
西
割
地
内
で
行
わ
れ
た
下
水

道
工
事
は
、
３
月
末
を
も
っ
て
完

了
し
、
供
用
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
工
事
に
よ
り
４
月
か
ら
新

た
に
、
��
世
帯
が
下
水
道
を
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

下
水
道
工
事
は
公
共
水
域
の
水

質
保
全
を
は
か
り
、
生
活
環
境
の

向
上
を
目
的
に
、
皆
さ
ん
の
貴
重

な
税
金
を
財
源
に
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
下
水
道
が
使
用
で
き
る
区

域
に
お
住
ま
い
の
方
で
、
未
接
続

の
方
は
速
や
か
に
下
水
道
へ
の
接

続
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
こ
の
４
月
よ
り
供
用
開
始
さ
れ

た
地
区
に
下
水
道
が
使
用
で
き

る
土
地
を
お
持
ち
の
方
は
、
受

益
者
負
担
金
が
か
か
り
ま
す
。

　

４
月
中
旬
頃
、
申
告
書
を
送

付
し
ま
す
の
で
、
ご
確
認
い
た

だ
き
申
請
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

・
市
税
及
び
受
益
者
負
担
金
を
滞

納
し
て
い
な
い
こ
と

＊
下
水
道
排
水
設
備
費
補
助
金

■
対
象
者

　

下
水
道
処
理
区
域
内
に
お
い
て

平
成
13
年
４
月
１
日
以
降
に
合

併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
し
、
市

に
設
置
届
を
出
さ
れ
た
方
で
、

下
水
道
排
水
設
備
工
事
を
行
う

方
■
補
助
金
の
額

　　

各
制
度
、
補
助
金
に
つ
い
て
、

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。 接続時期 補助金額

処理区域公示から１年以内
（平成２４年４月供用開始）

� 万円

処理区域公示から２年以内
（平成２３年４月供用開始）

5 万円

処理区域公示から３年以内
（平成２２年４月供用開始）

3 万円

の
た
め
に
合
併
処
理
浄
化
槽
の
普

及
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
現
在
ご
使
用
の
単
独
処

理
浄
化
槽
か
ら
合
併
処
理
浄
化
槽

に
取
替
え
の
場
合
も
補
助
対
象
と

な
り
ま
す
。

■
補
助
対
象
区
域

　

穂
坂
町
・
中
田
町
・
穴
山
町
・

円
野
町
・
清
哲
町
・
神
山
町
の
全

域
と
、
旭
町
山
口
・
鋳
物
師
屋
・

宮
下
・
小
曽
根
・
鍛
冶
屋
（
田
島

を
除
く
）・
祖
母
石
の
一
部
・
岩
下

の
一
部

■
補
助
金
の
額

※
右
記
と
浄
化
槽
の
設
置
費
用
の

４
割
の
い
ず
れ
か
低
い
方
の
額

■
お
問
い
合
わ
せ

　

上
下
水
道
課
下
水
道
担
当

 （
内
線
６
１
３・
６
１
４
）

下
水
道
を
正
し
く
使
用
し
ま
し
ょ
う
！

　　

下
水
道
を
使
う
一
人
ひ
と
り
が

ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
上
手
に
使
う

こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

◆
台
所

　

食
用
廃
油
等
の
油
脂
類
、
調
理

く
ず
、
残
飯
な
ど
を
流
す
と
、
管

が
詰
ま
っ
た
り
悪
臭
の
原
因
と
な

り
ま
す
の
で
、
流
さ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

◆
ト
イ
レ

　

水
洗
ト
イ
レ
に
ト
イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
以
外
の
水
に
溶
け
な

い
紙
や
紙
お
む
つ
、
タ
バ
コ
、
ガ

ム
な
ど
を
流
さ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

◆
洗
濯
場
・
風
呂
・
洗
面
所

　

洗
濯
で
は
、
リ
ン
を
含
ま
な
い

洗
剤
を
使
い
ま
し
ょ
う
。
毛
髪
な

ど
は
管
を
詰
ま
ら
せ
る
原
因
と
な

る
の
で
、
目
皿
等
を
お
い
て
管
に

入
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

合
併
処
理
浄
化
槽

設
置
促
進
事
業
費
に
つ
い
て

　

下
水
道
認
可
区
域
外
に
、
50
人

槽
以
下
の
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設

置
す
る
方
を
対
象
に
、
工
事
費
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。
水
質
保
全

人槽区分 補助限度額

５人槽まで ３３２,０００円

６～７人槽 ４１４,０００円

８～ 50 人槽 ５４８,０００円

下
水
道
事
業
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

公
共
水
域
の
水
質
保
全
の
た
め
に
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市
で
は
、
安
全
・
安
心
オ
ン
リ
ー

ワ
ン
プ
ラ
ン
に
基
づ
い
て
、
国
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
緊
急
促
進
事
業
を

受
け
、
平
成
22
年
度
よ
り
、
子

宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い

て
、
平
成
23
年
度
よ
り
、
ヒ
ブ
・

小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
に
つ

い
て
、
接
種
費
用
の
全
額
助
成
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

国
の
事
業
で
は
、
基
本
的
に
公

費
負
担
を
９
割
、
個
人
負
担
を

１
割
と
し
て
い
ま
す
が
、
１
回
当

た
り
の
接
種
費
用
も
高
額
（
例
：

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
は

１
５
、０
０
０
円
／
回
）
で
あ
る

た
め
、
本
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ

ま
の
経
済
的
負
担
を
考
慮
し
、
費

用
の
全
額
を
助
成
い
た
し
ま
す
。

　　　＊ヒブワクチン
　乳幼児のヒブ（インフルエ
ンザ菌ｂ型）による髄膜炎な
どの感染症を予防するワクチ
ンです。
※冬期に流行するインフルエ

ンザウイルスとは異なりま
す。

＊小児用肺炎球菌ワクチン　
　乳幼児の肺炎球菌による髄
膜炎や菌血症などの感染症を
予防するワクチンです。

＊子宮頸がん予防ワクチン
　子宮頸がんの原因とされる
ヒトパピローマウイルスの感
染を防ぐワクチンです。子宮
頸がん予防のためには、ワク
チン接種とともに、２０歳を
過ぎてからは、定期的に子宮
頸がん検診を受けることが大
切です。

　

助
成
は
、
指
定
医
療
機
関
で
の

接
種
分
が
対
象
で
す
。
こ
れ
ら
の

予
防
接
種
は
法
律
上
の
義
務
で

は
な
く
、
効
果
や
副
反
応
に
つ
い

て
理
解
を
し
た
上
で
接
種
を
希

望
す
る
方
の
み
を
対
象
と
し
た

任
意
接
種
で
す
。 

接
種
に
関
す
る

必
要
書
類
の
送
付
に
つ
い
て

【
随
時
郵
送
】

・
ヒ
ブ
・
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
対
象
者
で
生
後
２
カ
月

を
迎
え
る
お
子
さ
ん　

・
ヒ
ブ
・
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
対
象
者
で
平
成
24
年
度

に
追
加
接
種
が
必
要
な
お
子

さ
ん　

※
23
年
度
中
に
送
付
い
た
し
ま

し
た
書
類
は
、
24
年
度
も
引
き

続
き
利
用
可
能
で
す
。

【
６
月
頃
に
郵
送
】

・
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
対

象
者
で
中
学
校
１
年
生
に
相

当
す
る
女
子
の
方　

※
中
学
２
年
生
～
高
校
１
年
生

に
相
当
す
る
未
接
種
の
方
で

接
種
を
希
望
す
る
方
は
、
保
健

課
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

保
健
課
健
康
増
進
担
当

　
　
　
　

保
健
指
導
担
当

　

☎
２
３
ー
４
３
１
０

　

介
護
予
防
に
興
味
が
あ
り
、
地

域
に
お
い
て
、
何
か
自
分
に
で
き

る
こ
と
は
な
い
か
と
考
え
て
い

る
方
は
い
ま
せ
ん
か
？

　

市
で
は
、
高
齢
者
の
健
康
づ
く

り
や
介
護
予
防
の
取
り
組
み
を
、

地
域
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ

く
「
シ
ニ
ア
健
康
サ
ポ
ー
タ
ー
」

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

全
４
回
の
養
成
研
修
を
す
べ

て
受
講
さ
れ
た
方
に
、「
認
定
証
」

を
お
渡
し
い
た
し
ま
す
。
シ
ニ
ア

健
康
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
、
地
域

に
お
け
る
介
護
予
防
の
推
進
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

　

い
き
い
き
貯
筋
ク
ラ
ブ
な
ど

に
参
加
し
て
、
健
康
体
操
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
な

ど
、
参
加
者
と
と
も
に
楽
し
く
健

康
づ
く
り
や
生
き
が
い
づ
く
り

を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

■
対
象　

　

趣
旨
に
賛
同
さ
れ
る
方

■
定
員　

20
名
（
先
着
順
）

■
募
集
期
間

　

４
月
２
日
（
月
）
～

　

６
月
15
日
（
金
）

■
申
込

　

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
窓
口
で
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

■
研
修
日
程
（
全
４
回
）

・
１
回
目　

６
月
20
日
（
水
）

・
２
回
目　

７
月
４
日
（
水
）

・
３
回
目　

７
月
1�
日
（
水
）

・
４
回
目　

８
月
８
日
（
水
）

　

９
時
30
分
～
11
時
30
分

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　

保
健
課
介
護
支
援
担
当

　
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　

☎
２
３―

４
３
１
３

　

２
３―

４
３
１
６

ワクチン 接種対象 接種回数 
（＝助成回数）

ヒブワクチン
生後２カ月～７カ月未満 初回３回＋追加１回（※）
生後７カ月～１歳未満 初回２回＋追加１回（※）
１歳～５歳の誕生日の前々日まで １回

小児用肺炎球菌 
ワクチン

生後２カ月～７カ月未満 初回３回＋追加１回（※）
生後７カ月～１歳未満 初回２回＋追加１回（※）
１歳～２歳未満 ２回
２歳～５歳の誕生日の前々日まで １回

子宮頸がん予防 
ワクチン

中学１年生に相当する年齢の女子（H11.4.2 ～ H12.4.1 生） ３回
中学２年～高校 1 年に相当する年齢の女子（平成 23 年度の未接種者） 未接種分

※ヒブ・小児用肺炎球菌ワクチンは、１歳未満で接種を開始した場合、初回の回数に加え追加接種（１回）が必要です。
　前年度中に初回接種を済ませ、平成２４年度に追加接種を行う場合も助成対象です。

月日 時　　間 場　　　所 町名 月日 時　　　間 場　　　所 町名

４
月
12
日
（
木
）

　９：００～１０：００ やまとフジミモール店南側駐車場 
韮崎地区 1�

日
（
水
）

　９：００～　９：４５ 上の原公民館
穂坂町１０：１５～１０：４５ 岩下公民館 １０：００～１０：４５ 日之城公民館

１１：００～１１：３０ 上ノ山公民館 １１：００～１１：３０ 三之蔵公民館
１２：４５～　１：４５ 穂坂コミュニティセンター

穂坂町
１２：４５～　１：３０ 市営総合運動場駐車場

韮崎地区　２：００～　２：３０ 柳平公民館 　１：４５～　２：１５ 商工会館前駐車場
　２：４５～　３：１５ 原公民館北側広場 　２：３０～　３：００ 富士見ヶ丘公民館

13
日
（
金
）

　９：００～１０：１５ 藤井公民館
藤井町

19
日
（
木
）

　９：００～　９：４５ 坂井公民館 藤井町
１０：３０～１１：３０ 極楽寺 １０：００～１０：３０ 中条上野公民館 中田町
１２：４５～　１：４５ 中田公民館

中田町
１０：４５～１１：４５ デイサービスなごみの郷入口 穴山町

　２：００～　２：３０ 小田川ゲートボール場前 　１：００～　１：３０ 上円井公民館
円野町　２：４５～　３：１５ 久保公民館 穴山町 　１：４５～　２：３０ 旧 JA 梨北円野支所裏

16
日
（
月
）

　９：００～　９：４５ 若尾公民館 
大草町

　２：４５～　３：１５ 入戸野公民館
１０：００～１１：００ JA 梨北 大草共選所

20
日
（
金
）

　９：００～　９：４５ JA 梨北本店南側駐車場
韮崎地区

１１：１５～１２：００ 若尾新田公民館
龍岡町

１０：００～１０：３０ 祖母石公民館
　１：１５～　２：００ 坂の上公民館 １０：４５～１１：１５ 折居公民館公園

清哲町　２：１５～　３：３０ 龍岡公民館 １１：３０～１２：００ JA 梨北韮崎西支店

17
日
（
火
）

　９：００～　９：４５ 神山体育館駐車場
神山町

　１：１５～　１：４５ 御杉公民館
１０：００～１０：４５ 鍋山公民館 　２：００～　２：３０ 泉勝院 神山町
１１：００～１２：００ 金山神社

旭町
21
日
（
土
）

　９：００～１２：００ 市役所庁舎裏駐車場 市内全域　１：１５～　２：００ 旭公民館
　２：１５～　３：００ 南割公民館

諸経費 
（１頭あたり）

種　類 登録手数料 注射料金 注射済票 合　計
登録犬（済） ―　円 ２，８５０円 ５５０円 ３，４００円
新規登録犬 ３，０００円 ２，８５０円 ５５０円 ６，４００円
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ご
み
と
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
品

は
、
収
集
日
程
表
に
記
載
さ
れ

て
い
る
ご
み
出
し
の
ル
ー
ル
を
守

り
、
所
定
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
出

し
て
く
だ
さ
い
。

・
指
定
の
ご
み
袋
以
外
の
段
ボ
ー

ル
や
レ
ジ
袋
な
ど
で
ご
み
を
出

さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・
資
源
物
の
分
別
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

・
生
ご
み
は
必
ず
水
切
り
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

・
車
関
係(

タ
イ
ヤ
・
バ
ッ
テ

リ
ー)

、
農
業
関
係
（
苗
箱
・

マ
ル
チ
）
な
ど
、
市
で
収
集
で

き
な
い
ご
み
は
、
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・
指
定
外
の
ご
み
は
、
収
集
不
可

シ
ー
ル
を
貼
り
、
回
収
い
た
し

ま
せ
ん
。

・
自
己
搬
入
の
日
は
、
家
庭
の
ご

み
以
外
は
受
け
取
り
ま
せ
ん
。

※
な
お
、
収
集
日
程
表
が
お
手
元

に
届
い
て
い
な
い
場
合
は
、
市

民
課
窓
口
で
配
布
し
て
お
り
ま

す
の
で
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

市
民
課
環
境
政
策
担
当

 （
内
線
１
３
１・
１
３
２
）

　

介
護
予
防
に
興
味
が
あ
り
、
地

域
に
お
い
て
、
何
か
自
分
に
で
き

る
こ
と
は
な
い
か
と
考
え
て
い

る
方
は
い
ま
せ
ん
か
？

　

市
で
は
、
高
齢
者
の
健
康
づ
く

り
や
介
護
予
防
の
取
り
組
み
を
、

地
域
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ

く
「
シ
ニ
ア
健
康
サ
ポ
ー
タ
ー
」

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

全
４
回
の
養
成
研
修
を
す
べ

て
受
講
さ
れ
た
方
に
、「
認
定
証
」

を
お
渡
し
い
た
し
ま
す
。
シ
ニ
ア

健
康
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
、
地
域

に
お
け
る
介
護
予
防
の
推
進
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

　

い
き
い
き
貯
筋
ク
ラ
ブ
な
ど

に
参
加
し
て
、
健
康
体
操
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
な

ど
、
参
加
者
と
と
も
に
楽
し
く
健

康
づ
く
り
や
生
き
が
い
づ
く
り

を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

■
対
象　

　

趣
旨
に
賛
同
さ
れ
る
方

■
定
員　

20
名
（
先
着
順
）

■
募
集
期
間

　

４
月
２
日
（
月
）
～

　

６
月
15
日
（
金
）

■
申
込

　

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
窓
口
で
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

■
研
修
日
程
（
全
４
回
）

・
１
回
目　

６
月
20
日
（
水
）

・
２
回
目　

７
月
４
日
（
水
）

・
３
回
目　

７
月
1�
日
（
水
）

・
４
回
目　

８
月
８
日
（
水
）

　

９
時
30
分
～
11
時
30
分

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　

保
健
課
介
護
支
援
担
当

　
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　

☎
２
３―

４
３
１
３

　

２
３―

４
３
１
６

　 　　　

犬
を
飼
っ
て
い
る
の
に
登
録
を

し
て
い
な
い
、
狂
犬
病
の
予
防
注

射
を
受
け
て
い
な
い
等
の
無
関
心

な
飼
い
主
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

犬
の
飼
い
主
は
、
毎
年
１
回
狂

犬
病
の
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ
る

こ
と
が
「
狂
犬
病
予
防
法
」
で
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
日
程
表

の
と
お
り
獣
医
師
が
市
内
を
巡
回

い
た
し
ま
す
の
で
、
必
ず
接
種
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
同
時
に
犬
の
新
規
登
録

も
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
未
登
録

の
方
も
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
犬
の
登
録
が
お
済
み
の
方
は
、

市
か
ら
郵
送
さ
れ
た
ハ
ガ
キ
と
接

種
費
用
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

◆
ど
の
会
場
で
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

◆
平
日
に
都
合
が
悪
い
方
、
地
区

で
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
方
は
、
最

終
日
の
４
月
21
日
（
土
）
9
時
～

12
時
に
、
市
役
所
庁
舎
裏
駐
車
場

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
ハ
ガ
キ
が
届
い
た
方
で
、
す
で

に
犬
が
亡
く
な
っ
て
い
る
場
合

は
、
お
手
数
で
す
が
、
市
民
課

環
境
政
策
担
当
へ
ご
連
絡
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

「
平
成
24
年
度
ご
み
・
資
源
物
収
集

日
程
表
」
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

月日 時　　間 場　　　所 町名 月日 時　　　間 場　　　所 町名

４
月
12
日
（
木
）

　９：００～１０：００ やまとフジミモール店南側駐車場 
韮崎地区 1�

日
（
水
）

　９：００～　９：４５ 上の原公民館
穂坂町１０：１５～１０：４５ 岩下公民館 １０：００～１０：４５ 日之城公民館

１１：００～１１：３０ 上ノ山公民館 １１：００～１１：３０ 三之蔵公民館
１２：４５～　１：４５ 穂坂コミュニティセンター

穂坂町
１２：４５～　１：３０ 市営総合運動場駐車場

韮崎地区　２：００～　２：３０ 柳平公民館 　１：４５～　２：１５ 商工会館前駐車場
　２：４５～　３：１５ 原公民館北側広場 　２：３０～　３：００ 富士見ヶ丘公民館

13
日
（
金
）

　９：００～１０：１５ 藤井公民館
藤井町

19
日
（
木
）

　９：００～　９：４５ 坂井公民館 藤井町
１０：３０～１１：３０ 極楽寺 １０：００～１０：３０ 中条上野公民館 中田町
１２：４５～　１：４５ 中田公民館

中田町
１０：４５～１１：４５ デイサービスなごみの郷入口 穴山町

　２：００～　２：３０ 小田川ゲートボール場前 　１：００～　１：３０ 上円井公民館
円野町　２：４５～　３：１５ 久保公民館 穴山町 　１：４５～　２：３０ 旧 JA 梨北円野支所裏

16
日
（
月
）

　９：００～　９：４５ 若尾公民館 
大草町

　２：４５～　３：１５ 入戸野公民館
１０：００～１１：００ JA 梨北 大草共選所

20
日
（
金
）

　９：００～　９：４５ JA 梨北本店南側駐車場
韮崎地区

１１：１５～１２：００ 若尾新田公民館
龍岡町

１０：００～１０：３０ 祖母石公民館
　１：１５～　２：００ 坂の上公民館 １０：４５～１１：１５ 折居公民館公園

清哲町　２：１５～　３：３０ 龍岡公民館 １１：３０～１２：００ JA 梨北韮崎西支店

17
日
（
火
）

　９：００～　９：４５ 神山体育館駐車場
神山町

　１：１５～　１：４５ 御杉公民館
１０：００～１０：４５ 鍋山公民館 　２：００～　２：３０ 泉勝院 神山町
１１：００～１２：００ 金山神社

旭町
21
日
（
土
）

　９：００～１２：００ 市役所庁舎裏駐車場 市内全域　１：１５～　２：００ 旭公民館
　２：１５～　３：００ 南割公民館

諸経費 
（１頭あたり）

種　類 登録手数料 注射料金 注射済票 合　計
登録犬（済） ―　円 ２，８５０円 ５５０円 ３，４００円
新規登録犬 ３，０００円 ２，８５０円 ５５０円 ６，４００円

平成 24 年度 狂犬病予防注射日程

※上記日程で予防注射を受けられない場合は、かかりつけの動物病院で注射を受けた後、発行された注射済証を環境政策担当までお持ちいただき、
　注射済票交付の手続きをしてください。
■お問い合わせ　市民課環境政策担当（内線１３１・１３２）

愛
犬
に
予
防
接
種
を

受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
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高
金
利
で
借
り
入
れ
た
市
債
（
利

率
６
％
以
上
）
の
繰
上
償
還
を
行

う
た
め
、
財
政
健
全
化
計
画
（
平

成
19
～
23
年
度
）
を
策
定
し
、
自

主
財
源
確
保
や
経
費
抑
制
に
努
め

て
き
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
度
も
高
金
利
の
市
債

（
利
率
５
％
以
上
）
の
繰
上
償
還

を
行
う
た
め
、
延
長
計
画
を
策
定

し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
略
を
公

表
し
ま
す
。

　

な
お
、
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.city.
nirasaki.lg.jp/art1630)

を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

■
計
画
期
間

　

平
成
23
～
27
年
度
の
５
年
間

■
基
本
方
針

　

市
税
等
の
徴
収
率
向
上
対
策
に

よ
る
自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
る

と
と
も
に
、
コ
ス
ト
意
識
を
持
っ

て
日
頃
か
ら
業
務
に
取
り
組
み
、

質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
行
う
よ
う
に
し
ま
す
。

■
主
な
財
政
運
営
課
題

・
自
主
財
源
の
確
保

　

平
成
25
年
度
か
ら
市
税
等
の
コ

ン
ビ
ニ
収
納
を
開
始
す
る
予
定
で

あ
り
、
夜
間
相
談
窓
口
な
ど
の
徴

収
体
制
も
継
続
す
る
上
で
、
徴
収

率
の
向
上
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

積
極
的
な
企
業
誘
致
、
公
共
施
設

の
使
用
料
の
見
直
し
等
に
よ
り
自

・
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策

定
し
、
避
難
所
生
活
を
送
る
場

合
の
指
針
と
し
ま
し
た
。

■
改
訂
さ
れ
た
項
目

・
自
主
防
災
組
織
の
育
成
強
化

・
災
害
対
策
本
部
機
能
の
充
実

・
災
害
時
備
蓄
物
資
の
充
実

・
指
定
避
難
所
、
避
難
場
所
に
つ

い
て
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

■
今
後
の
周
知
に
つ
い
て

　

計
画
の
改
訂
に
つ
い
て
は
、
改

訂
内
容
の
概
要
版
を
各
戸
に
配
布

す
る
ほ
か
、
地
域
で
の
説
明
会
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課
防
災
交
通
担
当

 （
内
線
３
３
９・
３
９
９
）　

　 　　　

市
で
は
、
積
極
的
な
情
報
公
開

の
一
環
と
し
て
、
平
成
24
年
度
よ

り
、
諮
問
機
関
等
が
開
催
す
る
会

議
を
原
則
公
開
と
し
、
市
民
の
皆

さ
ま
に
市
政
に
対
す
る
理
解
と
関

心
を
深
め
て
い
た
だ
き
、
開
か
れ

た
市
政
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

■
公
開
の
対
象
と
な
る
審
議
会
等

①
地
方
自
治
法
第
１
３
８
条
の
４ 

　

第
３
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
法

　

律
又
は
条
例
の
定
め
る
と
こ
ろ

■
地
域
防
災
計
画
は

　

災
害
対
策
基
本
法
第
四
十
二
条

の
規
定
に
基
づ
き
、
本
市
の
防
災

に
関
す
る
基
本
的
事
項
を
総
合
的

に
定
め
、
市
民
の
生
命
、
身
体
及

び
財
産
を
災
害
か
ら
保
護
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
韮
崎
市
防
災
会
議

が
策
定
す
る
計
画
で
す
。

　

東
日
本
大
震
災
は
、大
津
波
と

原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
、未

曾
有
の
大
惨
事
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
市
に
お
い
て
は
、
東
海
地
震

や
活
断
層
を
震
源
と
し
た
地
震
の

逼
迫
性
が
指
摘
さ
れ
、
広
範
な
地

域
で
の
災
害
発
生
が
懸
念
さ
れ
る

た
め
、
広
域
的
な
防
災
体
制
を
確

立
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
本
市
の
防
災
に
関

す
る
総
合
的
な
計
画
で
あ
る
「
韮

崎
市
地
域
防
災
計
画
」
の
改
訂
を

行
い
ま
し
た
。

■
新
た
な
項
目

・「
減
災
」に
つ
い
て
の
概
念
を
導

入
し
、災
害
に
よ
る
被
害
を
少

な
く
す
る
こ
と
を
日
頃
か
ら
心

が
け
る
こ
と
を
記
載
し
ま
し
た
。

・
計
画
に
「
住
民
編
」
を
加
え
、

防
災
に
対
す
る
地
域
住
民
の
役

割
に
つ
い
て
記
載
し
ま
し
た
。

　

に
よ
り
、
調
停
、
審
査
、
諮
問

　

又
は
調
査
を
行
う
た
め
に
設
置

　

さ
れ
た
機
関

②
①
の
機
関
の
ほ
か
、
こ
れ
に
準

　

じ
た
機
関
で
、
市
政
に
対
す
る

　

市
民
の
意
見
の
反
映
等
を
目
的

　

と
し
て
、
例
規
に
規
定
さ
れ
た

　

も
の
の
う
ち
、
市
民
、
有
識
者

　

等
を
構
成
員
に
含
む
も
の

※
な
お
、
韮
崎
市
情
報
公
開
条
例

　

に
規
定
さ
れ
て
い
る
個
人
情
報

　

等
は
非
公
開
と
な
り
ま
す
。

■
会
議
開
催
の
事
前
公
表

　

会
議
の
開
催
予
定
日
の
７
日
前

ま
で
に
市
役
所
１
階
案
内
板
及
び

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
開
催
概
要
を

公
表
し
ま
す
。

■
会
議
の
傍
聴

　

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
会

議
開
始
時
間
の
15
分
前
ま
で
に
会

場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
傍
聴
者
の
決
定
は
、
原
則
と
し

て
先
着
順
に
よ
り
行
い
ま
す
。

（
定
員
は
会
議
に
よ
り
異
な
り

ま
す
。）

■
お
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課
総
務
担
当

 （
内
線
３
３
３・
３
３
４
）

　

市
で
は
平
成
19
年
度
に
過
去
に

主
財
源
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

・
歳
出
の
削
減

　

組
織
や
職
員
配
置
の
見
直
し
に

よ
り
定
員
管
理
を
適
正
に
行
い
、指

定
管
理
者
制
度
の
導
入
も
促
進
し

て
、人
件
費
の
削
減
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
施
設
の
統
廃
合
、
日
常

業
務
で
の
経
費
節
減
と
い
っ
た
行

政
管
理
経
費
の
削
減
に
も
努
め
ま

す
。

　

な
お
、
特
別
会
計
等
に
つ
い
て

は
、
保
険
料
や
使
用
料
の
見
直
し

に
よ
る
収
入
確
保
と
今
後
の
需
要

や
事
業
規
模
を
考
慮
し
、
繰
出
し

を
し
て
い
き
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

企
画
財
政
課
財
政
担
当

 （
内
線
３
５
３・
３
５
４
）

韮崎市消防団辞令交付式のご案内

　韮崎市消防団では、次のとおり平成 24 年度
辞令交付式を開催いたします。
　各役職や新入団員の辞令交付に加え、分団ご
との訓練礼式も披露いたしますので、ぜひ会場
へ足をお運びください。
■日時　４月８日（日）９時～11時 30 分
■会場　韮崎西中学校グラウンド
■お問い合わせ
　総務課防災交通担当  （内線３３９・３９９）

地
域
防
災
計
画
が

改
訂
さ
れ
ま
し
た

審
議
会
等
の
会
議
を

公
開
し
ま
す

財
政
健
全
化
延
長
計
画
を

策
定
し
ま
し
た
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●
韮
崎
市
勤
労
青
年
セ
ン
タ
ー

グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、
人
工
芝
へ
の
改

修
が
完
了
し
た
こ
と
に
伴
い
、
４

月
1
日
よ
り
名
称
を
新
た
に
﹁
グ

リ
ー
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
穂
坂
﹂
と
改

め
、
皆
さ
ま
の
ご
利
用
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

●
市
営
体
育
施
設
は
、
４
月
１
日

よ
り
予
約
受
付
期
間
を
改
め
、
市

民
の
方
は
、
利
用
日
の
３
カ
月
前

か
ら
予
約
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

・
予
約
方
法

　

市
営
体
育
館
窓
口
で
申
請
書
を

ご
記
入
の
上
、
使
用
料
を
前
納
し

て
く
だ
さ
い
。（
キ
ャ
ン
セ
ル
が

頻
繁
に
行
わ
れ
る
為
、
従
前
の
電

話
予
約
は
行
い
ま
せ
ん
。
施
設
の

空
き
状
況
は
、
電
話
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。）

・
施
設
使
用
料

　

従
前
の
1
日
・
午
前
・
午
後
・

夜
間
料
金
を
廃
止
し
、
全
て
1
時

間
単
位
の
料
金
設
定
と
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

市
営
体
育
館

　

☎
２
２
ー
０
４
９
８

市
営
体
育
施
設
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

韮
崎
市
勤
労
青
年
セ
ン
タ
ー

　

に
つ
い
て

　

工
事
期
間
中
、
ご
不
便
を
お
か

け
し
ま
し
た
大
規
模
改
修
工
事
が

完
了
い
た
し
ま
し
た
。

　

４
月
１
日
よ
り
、
次
の
と
お
り

料
金
改
定
を
行
い
、
皆
さ
ま
の
ご

利
用
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

商
工
観
光
課
商
工
労
政
担
当

 （
内
線
２
１
５
）

　シルバー人材センターからのお知らせ

　（社）峡北広域シルバー人材セン
ターは、名称も新たに新事務所へ統
合移転することになりました。
■移転日　４月１日（日）
■新名称　公益社団法人　
　　　　　峡北広域シルバー人材センター
■新住所　中田町中條１７９５番地
　　　　　（道の駅にらさき２階）
■電　話　０５５１－２５－６３００
　　　　　（番号が変わります）

施設名 種類 使用区分 市民料金

韮崎市営総合運動場

グラウンド

全面

１時間

1,050 円
半面（クレー部分） 520 円

照明
全面 2,520 円
半面 1,260 円

アリーナ１面
アマチュアスポーツ 1,050 円
その他 5,250 円

トレーニング室
一般・大学生（個人）

3 時間以内
120 円

高校生以下（個人） 60 円

卓球場（１卓）
一般・大学生

1 時間

310 円
高校生以下 150 円

柔道場・剣道場 630 円

プレイルーム
専用 630 円
一般・大学生（個人）

3 時間以内
120 円

高校生以下（個人） 60 円
会議室

１時間

250 円
テニスコート

（クレー１面）
一般・大学生 120 円
高校生以下 60 円

テニスコート
（オールウェザー１面）

一般・大学生 520 円
高校生以下 260 円
照明 420 円

韮崎中央公園

陸上競技場

専用する場合
１時間

2,100 円

専用しない場合

一般・大学生 1,570 円
高校生以下 7�0 円
一般・大学生（個人）

3 時間以内
120 円

高校生以下（個人） 60 円
芝生広場

１時間

1,570 円
フットサル場 520 円

野外音楽堂
一般・大学生 630 円
高校生以下 310 円

ミニＳＬ （３歳未満無料） １回 100 円

穂坂体育施設

グリーンフィールド
穂坂

グラウンド
一般・大学生

１時間

1,050 円
高校生以下 520 円

照明 1,260 円
ウッドジム穂坂 アリーナ 1,050 円

穂坂テニスコート
一般・大学生 120 円
高校生以下 60 円

御勅使サッカー場 サッカー場 １時間 �40 円

市営体育施設料金表

※市民とは、本市に住所を有する者、市内に在する事務所に勤務する者若しくは市内に存する学校に在学する者又は市内の競技団
体に登録している団体をいう。（これらの者が２分の１以上を占める団体を含む。）

※利用時間には、準備及び利用後の原状回復に要する時間を含む。

 １部屋　１時間

室　名
使用料

娯楽談話室 ２００円

集会室・教養室・
調理実習室・
音楽室

１５０円

会議室・講習室１・
講習室２・暗室 １００円
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広報にらさきは市ホームページでも
ご覧になれます。
http://www.city.nirasaki.lg.jp/

■お問い合わせ
　企画財政課企画推進担当
　☎22－1111（内線356）
　　koho@city.nirasaki.lg.jp

韮崎市女性団体連絡協議会
避難所運営ワークショップ

　２月１１日、韮崎市女性団体連絡協議会では、「減
災力の強いまちづくりのために」をテーマに、指定避
難所運営のためのワークショップを実施しました。
　災害発生時に市内小学校が避難所となった場合を
仮定して、避難者の収容スペースとして機能させる
ために必要な設備や衛生管理、生活上のルールや子
どもや高齢者への配慮について、学校内の見取り図
を活用し、シュミレーションを行いました。
　参加者からは、災害発生時に役立つ予備知識や心
構えについて、個々の家庭の課題に留まらず、地域や
市全体を規模として考える貴重な機会になったとの
声が聞かれました。

さかなクン 来韮
文化ホールネーミングライツ記念公演

　東京エレクトロン韮崎文化ホールは、平成１８年
より東京エレクトロン山梨㈱と、パートナーシップ
協定（ネーミングライツ）を締結しています。
　その記念事業として、２月１９日、同ホールでは、
西湖での“クニマス”発見の功績者で、東京海洋大学
客員準教授のさかなクンによるおもしろトークライ
ブが開催されました。
　ユニークな語り口調と親しみやすさで人気のキャ
ラクターはもちろん、魚に関する豊富な知識を学ぼ
うと、家族連れなど約８００名が来場、即興のイラス
トやクイズ形式で紹介される魚の特徴や生態につい
て、親子で楽しく学びました。

　２月２５日、市民交流センター多目的ホールでは、
「第３回減災フォーラム」が開催され、日頃より地域
の防災活動に携わる消防団員をはじめ、約１５０名
の市民が集まりました。
　今年度は、「減災に取り組む地域リーダーの育成」
をテーマに、市内団体の代表者によるパネルディス
カッションが行われ、各地域で懸念される自然災害
の特徴や、家庭や各地区における減災への取り組み
状況について、意見が交わされました。
　また、東日本大震災発生直後より、被災地に出向
き、支援活動に取り組まれている、甲府市の永照寺住
職 吉田永正氏による基調講演も行われました。

東日本大震災の教訓を活かす
第３回減災フォーラム
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英
語
教
科
書
・
英
語
ノ
ー
ト
・

筆
記
用
具
・
英
和
辞
典

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　

☎
２
２―

９
９
４
４
（
守
屋
）

　

今
年
は
『
桃
太
郎
童
話
の
仮
装

コ
ン
テ
ス
ト
』
を
行
い
ま
す
。

　

お
花
見
を
兼
ね
て
、
ぜ
ひ
遊
び

に
来
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

４
月
８
日
（
日
）
10
時
〜
15
時

■
場
所

　

穴
山
さ
く
ら
公
園（
穴
山
駅
南
側
）

■
内
容

　
「
つ
き
た
て
餅
・
豚
汁
の
サ
ー

ビ
ス
及
び
市
民
参
加
の
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
等

■
お
問
い
合
わ
せ

　

☎
０
９
０
ー
８
９
４
７
ー
２
０
６
７

　
（
実
行
委
員
長　

山
寺
）

　

次
の
場
所
に
、
申
込
用
紙
と
返

信
用
封
筒
が
あ
り
ま
す
の
で
同

窓
会
の
皆
さ
ま
は
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　

市
役
所
受
付
・
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー 

二
コ
リ
・
韮
崎
ゴ
ル
フ
練
習

場
Ｃ
Ｃ
グ
リ
ー
ン
バ
レ
イ
・
商
工

会

■
対
象　

小
・
中
学
生

■
練
習
日
時　

　

土
曜
日 

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

■
場
所　

　

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
音
楽
室
ほ
か

■
指
導
者　

　

星
ひ
ろ
み 

氏
・
小
林
美
和 

氏
ほ
か

■
費
用　

年
間
費
が
か
か
り
ま
す

■
申
込　

４
月
28
日
（
土
）
ま
で

■
お
問
い
合
わ
せ

　

☎
２
２
ー
６
０
３
７
（
星
）

　　　

ア
メ
リ
カ
の
子
ど
も
が
英
語
を

習
得
す
る
順
序
に
沿
っ
て
、
日
常

生
活
に
必
要
と
さ
れ
る
基
本
単

語
・
フ
レ
ー
ズ
を
中
心
と
し
て
英

会
話
重
視
の
内
容
で
行
い
ま
す
。

■
対
象

・
土
曜
日
コ
ー
ス(

月
２
回)

　

小
学
生
及
び
そ
の
保
護
者

・
日
曜
日
コ
ー
ス

　

中
学
生
（
続
け
て
受
講
出
来
る
方
）

■
場
所　

　

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
１
階
会
議
室

■
講
師　

守
屋
ら
ん
子 

氏

（
英
語
学
修
士
、
中
・
高
英
語
教

育
免
許
専
修
免
許
状
取
得
、
日
本

心
理
学
会
認
定
心
理
士
）

■
持
ち
物

し
、
先
輩
か
ら
の
伝
統
を
受
け
つ

い
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
3
月
か

ら
新
し
い
チ
ー
ム
と
な
り
、
全
国

大
会
出
場
を
目
指
し
て
一
生
懸
命

頑
張
っ
て
い
ま
す
。
サ
ッ
カ
ー
に

興
味
の
あ
る
キ
ミ
、
一
緒
に
ボ
ー

ル
を
蹴
り
ま
せ
ん
か
？ 

　

各
学
年
ご
と
に
充
実
し
た
ス

タ
ッ
フ
で
運
営
し
て
い
ま
す
。
体

験
入
団
も
で
き
ま
す
！
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
来
て
み
て
ね
！

■
対
象　

市
内
小
学
生

■
練
習
日
時
・
場
所

（
４
年
生
以
下
）

・
火
曜
日 

穂
坂
小 

19
時
〜
20
時
30
分

・
木
曜
日 

北
東
小 

19
時
〜
20
時
30
分

・
土
曜
日 

韮
崎
小 

９
時
〜
11
時

（
5
年
生
以
上
）

・
火
曜
日 

北
東
小 

19
時
〜
20
時
45
分

・
木
曜
日 

韮
崎
小 

19
時
15
分
〜
21
時

・
土
曜
日　

穂
坂
小
・
北
東
小　

　

9
時
〜
11
時
30
分

■
お
問
い
合
わ
せ

　

☎
２
３
ー
５
９
１
５

　
（
後
援
会
長　

作
地
）

　

歌
う
こ
と
の
大
好
き
な
あ
な

た
！
お
友
達
と
一
緒
に
楽
し
く
歌

い
ま
し
ょ
う
。

　

当
少
年
団
に
は
、
現
在
、
小
学

校
１
年
生
か
ら
中
学
校
３
年
生
ま

で
の
18
名
の
団
員
が
い
ま
す
。

　

毎
回
、
複
数
の
先
生
が
指
導
に

当
た
り
、
初
心
者
か
ら
丁
寧
に
教

え
ま
す
。

　

防
具
は
２
カ
月
程
し
て
か
ら

徐
々
に
付
け
ま
す
。
お
古
も
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

見
学
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
一
度
気
軽
に
見
に
来
て
く
だ

さ
い
。

■
対
象　

小
中
学
生
・
一
般

■
練
習
日
時

・
木
曜
日　

18
時
30
分
〜
20
時

・
土
曜
日　

18
時
30
分
〜
20
時
30
分

※
4
月
7
日
（
土
）
は
お
休
み

■
練
習
場
所

　

韮
崎
北
東
小
学
校
体
育
館

■
団
費　

2
、
５
０
０
円
／
月

■
お
問
い
合
わ
せ

　

☎
０
８
０
ー
５
０
２
４
ー
０
６
５
９

　
（
保
護
者
会
・
德
納
）

　　　

2
年
連
続
関
東
大
会
出
場
、
昨

年
は
北
関
東
大
会
出
場
を
果
た

　　

当
少
年
団
で
は
、
水
泳
を
通
じ

て
、「
健
康
な
身
体
と
心
を
養
う
」

「
規
律
と
あ
い
さ
つ
の
大
切
さ
を

学
ぶ
」
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
活
動

し
て
い
ま
す
。

　

初
心
者
で
も
大
丈
夫
！
親
切
な

コ
ー
チ
の
も
と
、
み
ん
な
で
練
習

す
れ
ば
、
泳
げ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
泳
げ
る
子
ど
も
た
ち
も
、
大

会
に
参
加
し
て
い
く
こ
と
で
、
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

水
泳
に
興
味
の
あ
る
元
気
な
お

子
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
対
象　

市
内
小
学
生

■
練
習
日

・
５
月
〜
２
月
の
第
１・
２・
４
土
曜
日

・
夏
休
み
期
間
中
（
10
日
前
後
）

■
練
習
場
所

　

穂
坂
小
学
校
・
双
葉
、
白
根
Ｂ
＆
Ｇ

■
団
費　

年
一
万
円
（
予
定
）

■
申
込　

4
月
20
日
（
金
）
ま
で

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

＊
☎
２
２
ー
２
１
４
０

　
（
保
護
者
会
会
長　

大
柴
）

＊
☎
２
２
ー
０
６
１
５

　
（
代
表
コ
ー
チ　

野
尻
）

＊
☎
２
２
ー
３
５
３
８

　
（
担
当
コ
ー
チ　

海
瀬
）

団
員
募
集

韮
崎
東
サ
ッ
カ
ー
少
年
団

団
員
募
集

嵐
峰
会
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

第
４
回
穴
山
さ
く
ら
ま
つ
り

団
員
募
集

穂
坂
水
泳
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

土
曜
・
日
曜
コ
ー
ス

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
英
語
学
習
会

第
34
回
韮
葉
親
善
ゴ
ル
フ
大
会

団
員
募
集

韮
崎
シ
テ
ィ
ジ
ュ
ニ
ア
コ
ー
ラ
ス
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身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
・

印
鑑

■
利
用
券
交
付
枚
数

　

24
枚
／
年
間（
１
カ
月
２
枚
）

※
腎
臓
機
能
障
害
１
級
手
帳
所
持
者

　

36
枚
／
年
間（
１
カ
月
３
枚
）

※
年
度
の
途
中
で
申
請
し
た
場
合
は
、

　

月
割
に
な
り
ま
す
。

■
利
用
方
法

　

山
梨
県
タ
ク
シ
ー
協
会
加
盟
の
タ

ク
シ
ー
会
社
等
で
利
用
で
き
ま
す
。１

回
の
乗
車
に
つ
き
、利
用
券
を
１
枚
使

用
で
き
ま
す
。（
１
枚
に
つ
き
６
３
０

円
割
引
）

　

ご
利
用
の
際
に
、利
用
券
と
一
緒
に

手
帳
を
提
示
さ
れ
る
と
、心
身
障
害
者

タ
ク
シ
ー
運
賃
の
割
引（
手
帳
提
示
時

１
割
引
）も
併
せ
て
ご
利
用
で
き
ま

す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課
障
が
い
福
祉
担
当

informationinformation

　

生
涯
を
通
じ
て
生
き
生
き
と
暮
ら
し

た
い
と
お
考
え
の
方
な
ら
、
年
齢
・
性

別
を
問
わ
ず
誰
で
も
入
学
で
き
ま
す
。

■
入
学
金　

５
、０
０
０
円
（
年
額
）

※
一
講
座
２
、０
０
０
円
の
体
験
入
学

も
ご
ざ
い
ま
す
。

■
内
容

□
午
前　

各
種
ク
ラ
ブ
・
同
好
会

※
希
望
者
の
み
・
人
数
制
限
有
り

□
午
後　

講
演

※
平
成
24
年
度
武
田
の
里
ラ
イ
フ
カ    

　

レ
ッ
ジ
受
講
案
内（
各
戸
配
布
済
み
）

　

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
申
込　

４
月
６
日
（
金
）
ま
で

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　

教
育
課
生
涯
学
習
担
当

  （
内
線
２
６
８
）

　　

市
で
は
、在
宅
の
重
度
心
身
障
が
い

者（
児
）の
方
の
社
会
参
加
と
、生
活
圏

の
拡
大
を
支
援
す
る
た
め
、タ
ク
シ
ー

料
金
の
一
部
を
助
成
し
て
お
り
ま
す
。

■
対
象
者

　

韮
崎
市
に
住
民
登
録
の
あ
る
在
宅
の

方
で
、次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

・
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
所
持
者

・
療
育
手
帳
Ａ
所
持
者

※
施
設
へ
入
所
し
て
い
る
方
や
、自
動

　

車
・
軽
自
動
車
税
を
減
免
さ
れ
て

　

い
る
方
は
、対
象
外

■
申
請　

４
月
２
日（
月
）か
ら

■
申
請
に
必
要
な
も
の

　　

市
で
は
、若
年
者
の
就
職
危
機
や
中

小
企
業
の
資
金
繰
り
等
に
対
し
て
、市

内
事
業
者
へ
各
種
支
援
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

　

円
高
等
に
よ
る
経
済
状
況
を
鑑
み
、

平
成
24
年
度
末
ま
で
適
用
期
間
を
延

長
し
、引
き
続
き
支
援
を
い
た
し
ま

す
。

・
小
規
模
商
工
業
者
事
業
資
金
利
子

　

補
給
及
び
保
証
料
助
成

・
雇
用
安
定
化
対
策
助
成
金

・
若
年
者
等
雇
用
奨
励
助
成
金

■
お
問
い
合
わ
せ

　

商
工
観
光
課
商
工
労
政
担
当

  

（
内
線
２
１
５
）

　

４
月
よ
り
、実
施
場
所
が
、市
民
交

流
セ
ン
タ
ー
２
階
図
書
館「
お
は
な
し

コ
ー
ナ
ー
」へ
変
わ
り
ま
す
。

■
受
付
時
間　

13
時
～
13
時
30
分

■
持
ち
物

　

母
子
健
康
手
帳
・
バ
ス
タ
オ
ル
等

■
内
容

　

身
体
計
測
・
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、

プ
レ
ゼ
ン
ト
・
心
肺
蘇
生
法
の
講
義
、

実
習
・
栄
養
相
談
・
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
の
見
学
等

■
実
施
日
・
対
象
児

■
お
問
い
合
わ
せ

　

保
健
課
保
健
指
導
担
当

　

☎
２
３
ー
４
３
１
０

■
対
象
者

　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
方
で
、市
外

の
介
護
施
設
等
の
通
所
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
て
い
る
方

※
た
だ
し
次
の
施
設
は
対
象
外

・
ひ
か
り
の
里
デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
福
福

・
り
ほ
く
病
院
併
設

　

高
齢
者
総
合
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

■
助
成
金
額

　

食
費
負
担
額
を
一
人
一
日
１
０
０

円
を
上
限
に
助
成

■
申
請
期
間

武
田
の
里
ラ
イ
フ
カ
レ
ッ
ジ

受
講
生
募
集

障
が
い
の
あ
る
方
へ

タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
を
助
成
し
ま
す

11
カ
月
児「
よ
ち
よ
ち
教
室
」

実
施
場
所
変
更
の
お
知
ら
せ

各
種
中
小
企
業
支
援
策
の

適
用
期
間
延
長
の
お
知
ら
せ

実施日 対象児 実施日 対象児
4 月 17 日 H23.  5 月生 10 月 23 日 H23.11 月生
5 月 15 日 H23.  6 月生 11 月 13 日 H23.12 月生
6 月 19 日 H23.  7 月生 12 月 18 日 H24. 1 月生
7 月 10 日 H23.  8 月生   1 月 15 日 H24. 2 月生
8 月 28 日 H23.  9 月生   2 月 19 日 H24. 3 月生
9 月 11 日 H23.10 月生   3 月 26 日 H24. 4 月生

※対象：韮崎市に住民登録のある 11 カ月のお子さん
　日程は変更する場合がございます。
　広報もしくは市ホームページでご確認ください。

平
成
23
年
10
月
～
平
成
24
年
3
月
分

通
所
サ
ー
ビ
ス
利
用
時
の

食
費
負
担
額
を
助
成
し
ま
す
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山
梨
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
５
５
ー
２
７
６
ー
２
０
２
０

　　　

年
間
を
通
じ
て
、仕
事
に
役
立
つ
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
春
も
、フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
プ

ラ
ン
ニ
ン
グ
入
門
講
座（
４
月
開
講
）

や
、パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
基
礎
講
座（
５
月

開
講
）等
を
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

　

申
込
方
法
等
、詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

山
梨
県
立
就
業
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
５
５
ー
２
５
１
ー
３
２
１
０

　　　

60
歳
未
満
の
健
康
な
方
で
、県
内
で

就
農
を
希
望
さ
れ
る
方
が
対
象
で
す
。

受
講
は
無
料
で
す
。

■
週
末
農
業
塾

□
果
樹
コ
ー
ス（
も
も
・
ぶ
ど
う
）

・
定
員　

各
コ
ー
ス
10
名

・
4
月
～
12
月
の
土
日（
全
10
回
）

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　

山
梨
県
立
農
業
大
学
校
研
修
課

　

☎
０
５
５
１
ー
３
２
ー
２
２
６
９

　

４
月
18
日
の「
よ
い
歯
の
日
」に
合

わ
せ
、「
笑
顔
で
ぱ
し
ゃ
ぱ
し
ゃ
＂
写

メ
＂コ
ン
テ
ス
ト
」を
開
催
し
ま
す
。

■
テ
ー
マ　
「
笑
顔
と
健
康
」

　

４
月
２
日（
月
）
～
27
日（
金
）

■
申
請
に
必
要
な
も
の

　

申
請
書
・
請
求
書
・
食
事
利
用
回

数
と
食
費
負
担
額
が
記
載
さ
れ
た
領

収
書（
平
成
23
年
10
月
～
平
成
24
年
３

月
分
）・
申
請
者
の
印
鑑
・
振
込
口
座

の
わ
か
る
も
の

※
領
収
書
の
発
行
が
申
請
期
間
内
に

　

間
に
合
わ
な
い
場
合
、事
業
所
か
ら

　

発
行
さ
れ
る
請
求
書
及
び
支
払
い

　

さ
れ
た
内
容
が
わ
か
る
も
の（
銀
行

　

の
通
帳
な
ど
）を
も
っ
て
領
収
書
の

　

代
わ
り
と
し
ま
す
。

※
こ
の
助
成
制
度
は
、平
成
23
年
度
を

　

も
っ
て
終
了
し
ま
し
た
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先

　

介
護
保
険
課
介
護
保
険
担
当

　

☎
２
２
ー
１
９
９
２

　

峡
北
消
防
本
部
で
は
、市
民
の
皆
さ

ま
や
各
種
事
業
所
を
対
象
に
、普
通
救

命
講
習
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
程

　

４
月
18
日（
水
）・
５
月
20
日（
日
）・

６
月
20
日（
水
）・
７
月
22
日（
日
）・

８
月
22
日（
水
）・
９
月
16
日（
日
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　

峡
北
消
防
本
部

　

韮
崎
消
防
署
救
急
担
当

　

☎
２
３
ー
１
４
９
９

　

峡
北
広
域
行
政
事
務
組
合
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

　

http://w
w

w
.kyohoku.com

/

■
申
告
が
間
違
っ
て
い
た
と
き
は

・
税
額
を
少
な
く
申
告
し
て
い
た
場
合

は
、「
修
正
申
告
書
」を
提
出
し
て
、不

足
分
の
税
金
を
納
税
し
て
く
だ
さ
い
。

・
申
告
し
た
税
額
が
過
大
で
あ
っ
た

り
、還
付
金
額
が
過
少
で
あ
っ
た
場
合

は
、「
更
正
の
請
求
書
」を
提
出
し
て

正
し
い
税
額
へ
の
訂
正
を
求
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

■
申
告
が
ま
だ
お
済
み
で
な
い
方
は

　

平
成
23
年
度
分
の
所
得
税
・
贈
与

税
・
個
人
事
業
者
の
消
費
税
の
確
定

申
告
及
び
納
税
の
期
限
は
過
ぎ
て
い

ま
す
。早
急
に
申
告
と
納
税
を
お
済
ま

せ
く
だ
さ
い
。期
限
後
に
申
告
を
し
た

場
合
、新
た
に
無
申
告
加
算
税
や
延
滞

税
が
賦
課
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

甲
府
税
務
署

　

☎
０
５
５
ー
２
５
４
ー
６
１
０
５

■
日
時

　

４
月
21
日（
土
）・
22
日（
日
）

　

９
時
～
16
時

■
場
所　

山
梨
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

■
内
容　

　

植
木
、草
花
の
販
売
・
お
茶
会（
21

日
の
み
）・
エ
ビ
ネ
蘭
展
・
飲
食
コ
ー

ナ
ー　

※
各
日
先
着
１
０
０
名
に
苗
木
を
プ

　

レ
ゼ
ン
ト

■
お
問
い
合
わ
せ

■
応
募
期
間　

５
月
11
日（
金
）必
着

■
応
募
資
格　

山
梨
県
在
住
の
方

■
応
募
方
法

　

contest@
yda.jp

へ
写
真
を
添

付
し
て
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

山
梨
県
歯
科
医
師
会
事
務
局

　

☎
０
５
５
ー
２
５
２
ー
６
４
８
１

  　

平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
25

年
３
月
31
日
ま
で
の
雇
用
保
険
料
率

は
次
の
と
お
り
で
す
。

　　

平
成
25
年
歌
会
始
の
お
題
が「
立
」

と
決
ま
り
ま
し
た
。詠
進
歌
は
、お
題
を

詠
み
込
ん
だ
自
作
の
短
歌
一
人
一
首

で
、未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
宮
内
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（h

ttp
://w

w
w

.k
u

n
a

ic
h

o
.

go.jp/
）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

山
梨
県
立
就
業
支
援
セ
ン
タ
ー

能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー

 

確
定
申
告
に
つ
い
て

山
梨
県
立
農
業
大
学
校

就
農
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
塾

市の人口（3月１日現在）
　男 　１５，７５０人　　世帯数 　１２，３２０世帯
　女 　１５，９５５人　　前月比  　　   　－３２人
　計 　 ３１，７０５人　　前月比　　　     －２世帯

韮崎市国民健康保険より
　3月に韮崎市国民健康保険で支払った額（保険者負担
額）は、166,827,578 円で、 1 人あたりの保険者負担額
は、20,109 円（前年同月比　17.22%増）でした。
　引き続き健康に気をつけ、医療費の節約にご協力くだ
さい。

　
東日本大震災　義援金受付

■受付期間　平成２４年９月３０日まで　※延長いたしました。
■受付場所　市役所１階福祉課窓口
　　　　　　（平日８時３０分～１７時１５分）
　希望者には義援金採納証明書を発行いたします。
※既にご協力いただいた分を含む（受付簿へ記入された方のみ）
■お問い合わせ　福祉課高齢者福祉担当　（内線１８０・１８１）
　平成２３年３月１４日からの義援金総額　
　　　　　　　　１２，８０１，１２８円（3 月１２日現在）
　

 

宮
内
庁
・
平
成
25
年
歌
会
始

 

＂
写
メ
＂コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

  

事
業
主
・
労
働
者
の
皆
さ
ま
へ

  

山
梨
グ
リ
ー
ン
フ
ェ
ア

①＋②
雇用保険料率

①事業主
負担率

②被保険者
負担率

一般 13.5/1000 8.5/1000 5/1000

農林水産・
清酒製造 15.5/1000 9.5/1000 6/1000

建設 16.5/1000 10.5/1000 6/1000

■お問い合わせ
　山梨県労働局労働保険徴収室
　☎055-225-2852

普
通
救
命︻
応
急
手
当
︼講
習︵
前
期
︶

負担者

事業の種類
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岡田　節子  《子牛》  1946年  72.8×60.6(㎝)  油彩  （韮崎大村美術館収蔵）

季
節
は
巡
り  

春  

大
地
が
目
覚
め
る
と
き

07 ヒルクライム韮崎甘利山大会
08 国民健康保険税の税率が変わります

広報 にらさき

02 平成24年度当初予算抜粋
別冊「高齢者福祉計画・介護保険事業計画 ダイジェスト版」

4
No.771

2012.Apr.
平成24年

春の観光シーズン到来！
韮崎観光は地域情報発信センターから！

祝 結婚50周年　金婚夫婦を祝う会（2月20日）

韮崎市プレミアムふれ愛商品券
　　　　～限定7,000セット　4月2日発売！！～

　市民交流センター ニコリ1階の地域情報発信センターでは、韮崎市が
誇る観光スポットや宿泊施設のご紹介、魅力溢れるグルメやお土産、イベ
ント情報等を発信しております。県外等からご友人・知人がお見えの際は、
ぜひ、当センターのご利用をおすすめください。
　また、物産コーナーでは、韮崎市オリジナルの特産品や山梨限定のお
土産を多数ご用意しておりますので、皆さまが県外等へご旅行・出張等を
される際の、ふるさと自慢のお土産としてご利用ください。
　なお、併設のカフェでは、美味しいと評判の焼きたてパンやコーヒーもお
楽しみいただけます！ぜひお立ち寄りください。
■お問い合わせ　韮崎観光案内所　☎23-6886

東日本大震災追悼セレモニー（3月11日）
　市民交流センター ニコリ前を会場に、「東日本大震災追
悼セレモニー」が開催され、市民を中心に、約200名が参加
しました。
　震災によりお亡くなりになられた方々のご冥福をお祈りして
黙とうを捧げ、続いて、主催者である韮崎市立病院ボランティ
アの方の作詞による被災地復興応援ソング「東北に春よ来
い」を、参加者全員で合唱しました。

　ご好評につき第4弾！ふれ愛商品券を発売します。１セット
10,000円で11,000円分のお買い物ができます。市内200
店舗以上の加盟店でご利用いただけます。
　期間中、一世帯最大50セット（50万円）まで、ご購入いた
だけます。
■使用期限　平成24年12月31日
■販売場所　韮崎市商工会・市役所2階商工観光課ほか
■お問い合わせ　韮崎市商工会　☎22-2204

　市内にお住まいの結婚50周年のご夫婦９組をお迎えして、
「金婚夫婦を祝う会」が開催されました。
　横内市長よりお祝いの品が贈られ、出席者を代表して、富士
見3丁目の中村育三さん・喜久子さんご夫妻が、謝辞を述べ
られました。これからも、末永くお幸せにお過ごしください。

韮崎観光は地域情報発信センターから！

■お問い合わせ　韮崎市商工会　☎22-2204　韮崎市商工会　☎22-2204

 4 月
 5月
 6月
 7月
 8月
 9月
10月

1
3
3
1
5
2
7

8
4
10
8
12
9
8

15
5
17
15
19
16
14

22
6
24
16
26
17
21

29
13

22
　
22
28

30
20

29
　
23

27

30

運行日

　なお、併設のカフェでは、美味しいと評判の焼きたてパンやコーヒーもお　なお、併設のカフェでは、美味しいと評判の焼きたてパンやコーヒーもお　なお、併設のカフェでは、美味しいと評判の焼きたてパンやコーヒーもお

韮崎中央公園で
　ミニＳＬに乗ろう！
　実物の10分の1スケールのＳＬが、石炭を焚いて煙を吐きながら、
緑の林の中にある全長242メートルの線路を力強く走り抜けます。
　ご家族でミニＳＬに乗車してみませんか？ぜひ遊びに来てください。
■運行日時　
　4月～10月の日曜日・祝日　
　10～12時・13～16時
　(雨天時の運休有り)
■料金　
　大人・子ども共に1回100円
　※3歳未満は保護者と同乗で無料
　※「こどもの日」は全員無料
■お問い合わせ
　建設課都市計画担当　
　（内線250・251）

い」を、参加者全員で合唱しました。




